
妙
蓮
寺
　
歴
代
住
職

親
鸞
聖
人（
御
開
山
）　
略
年
表

1173年
（平安）

1201年
（鎌倉） 1181年1207年1214年1224年1232年1256年1263年

1歳29歳 9歳35歳42歳52歳60歳84歳90歳

京
都
の
南（
現
在
の
伏
見
区
日
野
）、藤
原
氏
の一門
で
あ
る
日
野
家
に
ご
誕
生
。幼
小
に

し
て
母
と
死
別
。平
家
衰
退
、養
和
の
大
飢
饉
の
頃
、父
や
ご
兄
弟
と
も
離
れ
ば
な
れ
と

な
ら
れ
た
と
い
う
。

叔
父
に
連
れ
ら
れ
、天
台
僧
、慈
円
僧
正
の
も
と
で
出
家
得
度
。（
青
蓮
院
と
も
伝
え
ら
れ
る
）

こ
の
時「
明
日
あ
り
と
思
ふ
こ
こ
ろ
の
あ
だ
桜　

夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は
」と
、

無
常
ゆ
え
に
急
ぎ
さ
と
り
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
お
心
を
詠
ま
れ
た
と
い
う
。

以
後
20
年
も
の
間
、比
叡
山
に
て
持
戒
修
学
を
徹
底
さ
れ
る
が
、修
行
を
重
ね
る
ほ
ど
に

ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、全
て
の
命
が
迷
い
を
離
れ
て
仏
に
成
る
こ
と
の
得
難
き
こ
と
を
痛

感
さ
れ
る
。

比
叡
山
を
降
り
六
角
堂
に
1
0
0
日
間
の
参
籠
。95
日
目
の
暁
、聖
徳
太
子
の
示
現
に

よ
っ
て
法
然
聖
人
の
門
下
に
入
る
。そ
こ
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
は
賢
愚
、男
女
、出
家

在
家
等
々
が
選
別
さ
れ
ず
、本
当
に
全
て
の
命
を
仏
様
と
成
ら
せ
て
く
だ
さ
る
他
力
念
仏

の
み
教
え
に
出
遇
わ
れ
る
。ま
た
、こ
の
頃
に
奥
様
の
恵
信
尼
さ
ま
と
出
遇
い
、御
結
婚

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
力
念
仏
隆
盛
を
危
ぶ
む
他
宗
の
間
違
え
た
理
解
や
訴
え
な
ど
に
よ
り
、朝
廷
が
法
然

門
下
へ
他
力
念
仏
停
止
、さ
ら
に
門
弟
数
名
に
厳
し
い
刑（
斬
首
、流
罪
な
ど
）を
下
す
。

親
鸞
さ
ま
も
僧
籍
を
剥
奪
さ
れ
、厳
冬
の
越
後（
現
在
の
新
潟
県
）に
流
罪
と
な
る
も
、

朝
廷
に
よ
っ
て
僧
侶
で
あ
る
の
で
は
い
、し
か
し
俗
に
も
ま
み
れ
な
い
と
し
て「
非
僧
非

俗
」「
愚
禿
親
鸞
」と
自
ら
の
立
場
を
名
の
ら
れ
た
。そ
し
て
、阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
た
だ

中
に
お
念
仏
申
さ
れ
、恵
信
尼
さ
ま
や
ご
子
息
と
共
に
在
家
生
活
を
営
ま
れ
て
ゆ
く
。

1
2
1
1
年
に
流
罪
赦
免
さ
れ
る
も
法
然
聖
人
も
な
く
、他
力
念
仏
停
止
の
ま
ま
の
京
都
へ

は
帰
ら
ず
、ご
家
族
と
共
に
関
東
地
方
へ
約
20
年
に
も
亘
る
伝
道
教
化
の
旅
に
出
ら
れ
る
。

再
三
に
わ
た
っ
て
大
飢
饉
等
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
る
も
、「
名
号
の
ほ
か
に
何
の
不
足
も

な
い
」と
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
確
か
さ
に
い
よ
い
よ
う
ち
ま
か
せ
て
い
か
れ
た
。

主
著『
教
行
信
証
』の
草
稿
本
成
立（
国
宝
）。完
成
は
帰
洛
後
の
72
歳
頃
と
伝
え
ら
れ

る
。現
在
こ
の
草
稿
本
成
立
を
も
っ
て
浄
土
真
宗
の
立
教
開
宗
と
す
る
。

こ
の
頃
、未
だ
他
力
念
仏
へ
の
弾
圧
が
残
る
京
都
へ
戻
ら
れ
る
。そ
れ
か
ら
約
30
年
、ご
門

弟
と
は
お
手
紙
や
面
会
な
ど
で
常
に
交
流
し
ご
教
化
さ
れ
、多
く
の
著
作
を
興
さ
れ
て

浄
土
真
宗
を
広
く
顕
か
に
さ
れ
た
。

関
東
で
他
力
念
仏
の
教
え
を
間
違
え
る
者
や
不
安
に
思
う
者
が
増
え
、ご
息
男
の
善
鸞

さ
ま
を
派
遣
さ
れ
る
が
、逆
に
間
違
っ
た
教
え
を
説
い
た
為
に
断
腸
の
思
い
で
親
子
の
縁

を
絶
た
れ
る
。こ
れ
を
契
機
に
老
衰
の
中
に
も
様
々
な
御
聖
教（
恩
徳
讃
な
ど
も
こ
の
頃
）を

著
さ
れ
て
ゆ
く
。

1
月
16
日（
新
暦
）の
正
午
頃
、子
や
弟
子
の
見
護
る
中
、お
念
仏
を
称
え
つ
つ
ご
往
生

さ
れ
る
。こ
の
時
、浄
土
に
生
ま
れ
て
仏
様
に
成
り
、私
た
ち
の
お
念
仏
と
な
っ
て
還
っ
て

く
る
こ
と
を
周
囲
の
者
に
申
さ
れ
た
。そ
れ
が『
御
臨
末
御
書
』と
し
て
現
在
に
伝
わ
り
、

『
報
恩
講
の
歌
』の
も
と
と
な
っ
て
い
る
。「一人
い
て
し
も
喜
び
な
ば
二
人
と
思
え　
二
人

い
て
喜
び
な
ば
三
人
な
る
ぞ　
そ
の一人
こ
そ
親
鸞
な
れ
…
」

『
妙
蓮
寺
山
門
過
去
帳
』

『
木
仏
之
留
　
御
影
様
之
留
』『
西
光
寺
古
記
』『
豊
後
国
諸
記
上
』（
本
願
寺
資
料
集
成
）

『
松
林
山
端
坊
の
歴
史
』（
山
口
県
萩
市
端
坊
編
）

『
寺
社
考
』寛
保
元（
1
7
4
1
）年
2
月
　
臼
杵
藩
士 

大
田
六
郎
兵
衛
重
澄
著
　

『
温
故
年
表
録
』臼
杵
藩
士 

加
島
弥
平
太
英
国
著
　
　『
豊
後
国
志
』岡
藩
士 

唐
橋
世
済
編
纂

『
臼
杵
小
鑑
大
全
』臼
杵
城
下
八
坂
神
社
鶴
峰
戊
申
編
纂 

江
戸
後
期
の
国
学
者

『
白
水
郎
』「
小
佐
井
地
区
の
寺
院
」御
門
徒 

内
田
忠
清・内
田
昭
義
　
寄
稿

『
歴
史
散
策
と
家
島
考
』御
門
徒 

三
浦
正
夫
著
　
　『
大
分
県
画
人
名
鑑
』　
　
他

《
参
考
》

宗
温　
木
下
小
次
郎
宗
温
、文
明
年
間（
1
4
6
9
〜
1
4
8
6
）現
大
野
郡
明
尊
寺（
現
真
宗
大
谷
派
）に
て
得
度
し
真
宗

　
　
　
に
帰
依
す
る
。そ
の
後
上
京
し
、山
科
本
願
寺
に
て
本
願
寺
八
代
目
蓮
如
上
人
の
教
化
を
受
け
六
字
名
号
数
代
を

　
　
　
頂
戴
す
る
。元
亀
3（
1
5
7
2
）年
寺
号
を
求
め
再
度
上
京
す
る
も
播
州
室
津
で
盗
難
に
遭
い
志
を
果
た
せ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
臼
杵
藩
の
記
録
に
よ
る
が
、寺
号
を
求
め
た
年
代
、も
し
く
は
住
職
の
名
に
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

宗
栄　
慶
長
10（
1
6
0
5
）年
5
月
、本
願
寺
十
二
代
准
如
上
人
よ
り
寺
号「
妙
蓮
寺
」を
賜
る
。同
年
7
月
5
日

　
　
　
木
仏
授
与
。慶
長
15
年
7
月
23
日 

顕
如
上
人
尊
像
、元
和
6（
1
6
2
0
）年
7
月
13
日 

聖
徳
太
子
尊
像
、

　
　
　
同
年
7
月
21
日 

七
高
僧
尊
像
を
准
如
上
人
よ
り
賜
る
。

宗
傳

宗
玄　
寛
永
15
年
2
月
13
日 

往
生 

98
歳

宗
清

宗
徳　
正
保
4
年
7
月
21
日 

往
生 

42
歳

宗
圓　
慶
安
3
年
11
月
15
日 

往
生 

31
歳

宗
岸　
正
徳
2
年
10
月
19
日 

往
生

宗
俊　
元
文
2
年
5
月
22
日 

往
生 

67
歳

宗
雲　
妙
蓮
寺
中
興
の
僧
と
伝
わ
る　
延
享
5
年
4
月
3
日 

往
生 

44
歳

宗
正　
宝
暦
三（
1
7
5
3
）年
か
ら
宝
暦
七（
1
7
5
7
）年
に
か
け
て
現
在
の
本
堂
を
建
立
す
る
。

　
　
　
明
和
元
年
5
月
20
日 

往
生 

35
歳

宗
佑　
寛
政
四（
1
7
9
2
）年
三
月
の
大
地
震
で
被
害
を
受
け
た
本
堂
大
屋
根
の
普
請
を
行
う
。

　
　
　
寛
政
七（
1
7
9
5
）年
上
棟
式
。文
化
3
年
1
月
7
日 

往
生 

59
歳

宗
哲　
文
化
4（
1
8
0
7
）年
よ
り
東
本
願
寺
への
改
派
騒
動
。文
政
12
年
8
月
25
日　
往
生
45
歳

宗
巌　
文
政
12
年
5
月
7
日　
往
生　
30
歳

宗
仁　
本
願
寺
の
余
間
の
官
に
任
命
さ
れ
る
。天
保
3
年
3
月
7
日 

往
生 

19
歳

宗
秀　
天
保
14
年
11
月
14
日 

往
生 

29
歳

宗
廓　
嘉
永
元（
1
8
4
8
）年
、現
山
門
を
建
立
す
る
。（
住
職
幼
少
期
）　
明
治
8
年
2
月
25
日 

往
生
40
歳

宗
靖　
広
瀬
淡
窓
や
博
多
万
行
寺
の
七
里
恒
順
和
上
に
師
事
。白
骨
の
雅
号
を
持
ち
、詩
書
に
秀
で
た
。『
大
分
県

　
　
　
画
人
名
鑑
』に
そ
の
名
が
あ
る
。ま
た
、維
新
十
傑
の
大
村
益
次
郎
と
刎
頸
の
交
流
を
持
ち
、維
新
後
は
明

　
　
　
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部
省
に
出
仕
。明
治
六
年
本
願
寺
に
入
り
、そ
の
命
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
を

　
　
　
視
察
す
る
為
に
長
崎
に
赴
く
。境
内
の
石
碑
は
そ
の
徳
を
秋
月
新
太
郎
が
記
し
た
も
の
。

　
　
　
明
治
24
年
6
月
10
日（
新
暦
）往
生 

50
歳

常
渓　
佐
伯　
西
音
寺
よ
り
入
寺　
学
階
助
教　
明
治
32
年
10
月
24
日 

往
生 

41
歳

本
然　
大
正
３
年
5
月
18
日 

往
生 

33
歳

天
然　
昭
和
12
年　
書
院
落
成　
昭
和
57
年
4
月
15
日 

往
生 

86
歳

猶
興　
昭
和
17
年　
住
職
継
職　
本
堂
大
屋
根
の
修
復　
平
成
7
年
5
月
26
日  

往
生 

83
歳　

道
生　
平
成
19
年　
本
堂
の
大
修
復
、庫
裡・諸
堂
を
新
築
す
る
。

啓
生

開
　
基

　
　

二
　
世

三
　
世

四
　
世

五
　
世

六
　
世

七
　
世

八
　
世

九
　
世

十
　
世

十 

一 

世

十
二
世

十
三
世

十
四
世

十
五
世

十
六
世

十
七
世

十
八
世

十
九
世

二
十
世

二
十一世

二
十
二
世

二
十
三
世

二
十
四
世
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■ 

開
基

　

臼
杵
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
大
田
六
郎
兵

衛
重
澄
が
著
し
た『
寺
社
考
』や
、臼
杵
藩
士

加
島
弥
平
太
英
国
の
著
し
た『
温
故
年
表
録
』

に
よ
る
と
、一
乗
山
妙
蓮
寺
は
、室
町
時
代
の

文
明
年
間（
１
４
６
９
〜
１
４
８
７
）に
、豊
後

国
海
部
郡
小
佐
井
郷
里
村
の
庵
寺
の
住
人

で
あ
っ
た
木
下
小
次
郎
が
、浄
土
真
宗
に
帰

依
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

浄
土
真
宗
は
、阿
弥
陀
様
の
本
願
成
就
の

み
教
え
で
す
。本
願
成
就
と
は
、阿
弥
陀
様

が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、「
あ
な
た
を
我

が
国
に
仏
様
と
し
て
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ら
、我
も
決
し
て
阿
弥
陀
仏
と

は
成
ら
な
い
」と
い
う
誓
願（
衆
生
往
生
か
け

も
の
の
御
本
願
）が
、法
蔵
菩
薩
の
永
く
果
て

し
な
い
ご
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
で
、

す
で
に
私
達
が
気
づ
く
よ
り
も
、お
願
い
す

る
よ
り
も
先
に
、全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

命
の
う
え
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
我
に
ま
か

せ
よ
必
ず
救
う
）の
喚
び
声
と
な
っ
て
、い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
、ご一
緒

く
だ
さ
っ
て
あ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。す
な
わ

ち「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
す
る
こ
と

は
、救
い
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
声
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
常
に
私
達
と
ご
一
緒
下
さ
る
姿
で
あ
る

と
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
す
。

　

さ
て
、小
次
郎
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

初
め
に
聞
い
た
の
は
、現
在
豊
後
大
野
市
に

あ
る
法
濤
山
明
尊
寺（
本
願
寺
第
六
代
巧

如
上
人
の
時
代
に
真
宗
寺
院
と
し
て
存
在

し
た
と
い
う
。現
在
は
お
東
の
お
寺
）で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、浄
土
真
宗
を
さ
ら
に
正
し
く
聞

き
た
い
と
決
心
し
、小
次
郎
は
京
に
上
り
ま

す
。そ
し
て
、当
時
は
京
都
の
山
科
に
あ
っ
た

御
本
山
本
願
寺
に
て
、第
八
代
宗
主
蓮
如
上

人（
１
４
１
５
〜
１
４
９
９
）に
会
っ
て
、直
接

浄
土
真
宗
の
教
化
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時

小
次
郎
は
、蓮
如
上
人
よ
り
真
筆
の
六
字
名

号「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
ご
本
尊
と
、法
名

「
宗
温
」を
賜
り
、や
が
て
豊
後
に
帰
郷
し
ま

し
た
。文
献
に
よ
れ
ば
、そ
の
後
１
５
７
３

（
元
亀
三
）年
、寺
号
を
望
み
上
京
を
試
み
ま

す
が
、途
中
播
磨
の
国（
兵
庫
県
）で
盗
難
に

会
い
、志
を
果
た
せ
ず
し
て
無
念
の
中
に
帰

郷
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、宗
温
の
年
齢
等
を

考
え
る
と
、寺
号
を
望
み
上
京
し
た
の
は
宗

温
の
子
、妙
蓮
寺
第
二
世
宗
栄
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 
御
本
尊
下
附 ―

 

山
門
建
立

　

時
を
経
て
、関
ケ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、江

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
世
情
が
落
ち
着
き
を
み

せ
た
１
６
０
５（
慶
長
10
）年
５
月
、つ
い
に
第

十
二
代
宗
主
准
如
上
人（
１
５
７
７
〜
１
６
３

１
）よ
り
寺
号「
一
乗
山
妙
蓮
寺
」を
許
さ
れ
、

木
仏
の
御
本
尊
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂
は
、妙
蓮
寺
第
十
一
世
宗
正

の
時
、１
７
５
３（
宝
暦
３
）年
か
ら
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
ご
門
徒
の
日
役
と
寄
進
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。宗
正
は
そ
の
７
年
後
、

三
十
五
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
世
宗
祐
の
時
に
は
、火
事
、落
雷
、強

風
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
数
年
間
続
き
、１
７

９
２（
寛
政
３
）年
３
月
に
大
地
震
が
発
生
。

本
堂
の
大
屋
根
が
大
破
し
ま
し
た
が
、３
年

後
の
１
７
９
５（
寛
政
七
）年
に
は
上
棟
式
が

行
わ
れ
、修
復
を
終
え
て
い
ま
す
。修
復
に

あ
た
っ
た
の
は
臼
杵
の
大
匠
、山
崎
平
内
重

矩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
世
宗
仁
の
時
、妙
蓮
寺
は
御
本
山
の

余
間
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

宗
仁
は
十
九
歳
で
往
生
し
、十
六
世
宗
秀

は
二
十
九
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。二
代
続

け
て
住
職
が
若
く
し
て
往
生
し
ま
し
た
が
、

宗
秀
の
子
、宗
廓
が
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
十

七
世
を
世
襲
し
、妙
蓮
寺
を
再
興
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
山
門
は
、そ
の
宗
廓
が
１
８
４
８

（
嘉
永
元
）年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。し
か

し
、こ
れ
は
父
の
往
生
か
ら
５
年
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、宗
廓
を
支
え
た
ご
門
徒
の
妙
蓮
寺

再
興
の
力
強
い
思
い
が
威
風
堂
々
た
る
山
門

の
建
立
を
成
せ
た
こ
と
を
想
像
で
き
ま
す
。

　

山
門
は
、本
堂
の
向
拝（
本
堂
入
口
正
面
）

の
直
線
上
に
あ
り
、参
道
よ
り
山
門
を
く
ぐ

れ
ば
、す
ぐ
に
本
堂
の
中
心
に
あ
る
御
本
尊

の
阿
弥
陀
様
に
御
礼
が
で
き
る
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
門
の
彫
刻
は
見
事

で
、破
風
に
も
趣
が
あ
り
ま
す
。瓦
の
葺
き

方
に
は「
輪
違
い
」と
い
う
幾
何
学
文
様
を

呈
し
た
伝
統
工
法
の
本
葺
き
で
成
さ
れ
て
あ

り
、聞
法
の
道
場
に
人
々
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
荘
厳
な
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
宗
廓
の
時
に
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。１
８
５
４（
嘉
永
七
）年
10

月
18
日
、宗
廓
は
京
都
へ
御
本
山
参
拝
の
為

に
鶴
崎
を
出
航
し
ま
し
た
が
、19
日
の
夜
、現

在
の
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
八
島
の
沖
合
に

て
突
風
に
遭
い
、船
が
破
損
。宗
廓
は
助
か
り

ま
し
た
が
、付
き
添
い
の
僧
、遠
慶
が
往
生
し

ま
し
た
。ご
門
徒
も
同
船
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、多
く
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
葬
儀
を
12
月
３
日
、妙
蓮
寺
に

て
執
り
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■ 

十
八
代 

宗
靖

　

宗
廓
は
四
十
歳
で
往
生
し
、十
八
世
を
継

い
だ
の
が
、「
白
骨
道
人
」の
名
で
知
ら
れ
た

宗
靖
で
す
。妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
い
く
つ
か
の
お

家
に
は
、今
も
宗
靖（
雅
号
が
白
骨
）の
書
画

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
久
山
の
安
楽
寺
と
い
う
お
寺
に
お

説
教
で
招
か
れ
た
際
、偶
然
に
も
宗
靖
の
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
お
寺
の
床
の
間
に
は

「
大
心
海
」と
書
か
れ
た
書
が
今
も
大
切
に

掛
け
ら
れ
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。『
大
分
県
画
人
名
鑑
』に
は
宗
靖
の
書

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宗
靖
は
、廣
瀬
淡
窓
や
帆
足
万
里
の
一
番

弟
子
で
あ
る
米
良
倉
次
郎
東
嬌
に
師
事
し
、

佐
賀
藩
の
大
隈
重
信
や
長
州
藩
の
大
村
益

次
郎
、長
三
州
、佐
伯
藩
の
秋
月
新
太
郎
と

も
親
交
が
深
く
あ
り
ま
し
た
。廃
藩
置
県

後
に
は
明
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部

省
に
出
仕
し
、後
に
本
願
寺
の
官
僚
と
し
て

長
崎
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
視
察
な
ど
宗
務
に

邁
進
し
ま
す
が
、妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
や
母
親

の
体
調
な
ど
を
心
配
し
て
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

御
法
義
の
上
で
は
、博
多
万
行
寺
の
七
里
恒

順
和
上（
若
い
こ
ろ
中
津
に
あ
る
浄
光
寺
に

て
、浄
土
真
宗
の
教
学
を
福
沢
諭
吉
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
）に
師
事
。〝
蓮
谷
和
上
〞と

称
さ
れ
、今
で
も
様
々
な
文
献
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
宗
靖
は
、戸
次
に
あ
る
妙
正
寺
の

真
宗
大
谷
派
の
講
師（
本
願
寺
派
で
は
和
上
）

で
、中
国
布
教
の
先
駆
者
あ
っ
た
小
栗
栖
香

頂
師
と
宗
派
を
超
え
た
刎
頸
の
仲
で
し
た
。

数
年
前
、あ
る
古
書
店
で
、大
正
９
年
に
出

版
さ
れ
た『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』（
本
願

寺
派
勧
学
・
雲
山
龍
珠
和
上
著
）と
出
会
い
、

そ
こ
に
は『
病
床
閑
話
』と
い
う
題
で
二
人
の

浄
土
真
宗
の
教
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
掲
載

さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
献
に
よ
る
と
、宗
靖
は
病
床
の
香

頂
師
を
見
舞
い
に
、妙
正
寺
ま
で
馬
で
訪
ね

て
い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
５
年
に
長
崎
で
別

れ
て
以
来
の
再
会
で
、お
互
い
の
身
の
心
配
よ

り
始
ま
り
、や
が
て
会
話
は
教
学
上
の
問
答

へ
と
展
開
し
ま
す
。非
常
に
強
く
、時
に
激
し

く
問
答
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、必
ず
そ
の
出

拠
、出
典
を
明
示
し
た
上
で
の
問
答
と
な
っ

て
お
り
、宗
靖
の
教
学
研
鑽
の
深
さ
が
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。最
後
は
笑
い
あ
っ
て
、「
お

互
い
の〝
安
心
〞（
浄
土
真
宗
の
信
心
の
こ
と

で
、あ
ん
じ
ん
と
読
み
ま
す
）は
異
な
ら
ず
、

往
生
の
暁
に
は
、共
に
同
じ
阿
弥
陀
様
の
お

浄
土
で
親
鸞
聖
人
に
謁
し
よ
う
」と
誓
っ
て
、

問
答
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
酒
を
酌

ん
で
念
仏
す
、返
景
の
沈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
」と
記
さ
れ
て
あ
り
、時
代
の
変
革
期
に

奔
走
し
た
僧
侶
の
中
に
は
、深
い
教
学
研
鑽

と
仏
祖
讃
仰
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。雲
山
和
上
は
こ
れ
を
教
学
上
の「

好
資
料
」と
、高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

宗
靖
は
五
十
歳
で
往
生
し
、後
に
秋
月
新

太
郎
が
親
交
を
偲
ん
で
碑
文
を
顕
し
ま
す

が
、そ
の
碑
文
が
現
在
、妙
蓮
寺
境
内
に
建
っ

て
い
る
石
碑
で
す
。

■ 

浄
土
真
宗
に
帰
依

　

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
と
、戦
前
戦
後

を
ご
門
徒
と
共
に
乗
り
越
え
、妙
蓮
寺
は
こ

の
度
、二
十
四
世
を
数
え
ま
す
。で
は
、な
ぜ

妙
蓮
寺
の
開
基
で
あ
る
木
下
小
次
郎（
後
の

宗
温
）が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
の
か
を
、こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蓮
如
上
人
に
帰
依
す
る
ま
で
の
妙
蓮
寺

は
、天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
天
台
寺
院
は
豊
後
に
広
く
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
、そ
の
多
く
は
国
東
半
島
に

見
ら
れ
る
天
台
寺
院
の
よ
う
に
山
中
奥
深
く

に
存
在
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
世
間
か
ら

離
れ
、家（
家
族
）を
捨
て
、欲
を
棄
て
て
修

行
に
打
ち
込
む
為
で
し
た
。

　

こ
れ
を「
出
家
仏
教
」と
い
い
ま
す
。現
在

で
も
教
義
的
に
家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、す
な

わ
ち「
在
家
仏
教
」が
み
教
え
よ
り
認
め
ら
れ

る
の
は
、浄
土
真
宗
の
み
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
天
台
宗
は
、本
山
で
あ
る
比
叡
山

延
暦
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、女
人
禁

制
で
し
た
。お
寺
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
は
山
に

立
ち
入
る
こ
と
さ
え
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
明
治
５
年
ま
で
続
き
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、男
性
修
行
者
が
家
族
を
捨
て
、

欲
を
棄
て
る
為
に
女
性
は
邪
魔
に
な
る
と
い

っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、当
時
根
強
く
あ

っ
た「
女
性
蔑
視
」の
価
値
観
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
し
た
。男
性
出
家
者
の
修
行
の

為
の
女
人
禁
制
と
い
う
理
由
が
薄
弱
な
の
は
、

親
鸞
聖
人
が
お
ら
れ
た
頃
の
比
叡
山
の
天
台

僧
の
多
く
が
、（
現
在
は
滋
賀
県
の
坂
本
と
い

う
地
域
に
あ
た
る
）比
叡
山
の
麓
の
村
に
家

を
持
ち
、妻
や
子
ど
も
を
住
ま
わ
せ
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代

に
著
さ
れ
た『
沙
石
集
』に
は
、後
白
河
法
皇

の
言
葉
と
し
て
、本
来
家
族
を
持
た
な
い
は

ず
の
出
家
仏
教
者
が
結
婚
を
隠
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、「
隠
す
は
上
人　

せ
ぬ
は
仏
」と
い
う
文
も
あ
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、天
台
宗
に
は
珍
し
く
山
中
に

建
て
ら
れ
た
お
寺
で
は
な
く
、里
村
と
い
う

平
地
に
あ
り
ま
し
た
。周
囲
に
は
家
族
の
営

み
が
点
在
し
、多
く
の
老
若
男
女
が
家
業
と

し
て
田
畑
を
耕
し
、漁
を
し
、商
い
を
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、家
族
同

士
の
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、出
会
い
の
数
だ
け
死
別
の
悲
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。出
会
い
の
喜
び
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、死
別
の
苦
し
み
、悲
し

み
は
深
さ
を
増
す
と
い
っ
た
逃
れ
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
助
け
合
い
、支

え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
家
族
、老
若
男
女
、子

や
孫
た
ち
の
愁
嘆
の
声
が
、里
村
の
庵
寺
ま

で
届
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
、出
家
在
家
の
違
い
や
、男
女
の
違

い
等
に
よ
っ
て
救
い
に
区
別
、差
別
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
浄
土
真
宗
、阿
弥
陀
様
の
御
法

義
が
、聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

■ 

愛
別
離
苦

　

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、在

家
者（
家
族
や
職
業
を
持
っ
て
暮
ら
す
者
）、

そ
し
て
女
性
に
は
冷
た
い
当
時
の
仏
教
に
対

し
、「
本
来
の
姿
と
は
何
か?

」と
、疑
問
を
持

ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

幼
少
に
母
と
死
別
し
、わ
ず
か
九
歳
の
時

に
父
や
兄
弟
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、独
り
天

台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
も
の
間
、命
が
け
の
ご
修
行

を
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
で
し
た
が
、「
此
処
に

は
自
身
や
全
て
の
命
が
必
ず
救
わ
れ
て
ゆ
く

仏
道
は
な
い
」と
、山
を
下
り
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
法
然
聖
人
の
お
導
き
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
様
の
お
救
い
に
出
遇
わ
れ
、お
念
仏
申
し
、

仏
様
と
し
て
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
往
く
と
い

う
姿
を
地
域
社
会
、在
家
生
活
の
中
に
体
現

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

出
家
で
な
く
、山
中
で
な
く
、地
域
社
会

で
生
き
、家
族
を
持
っ
て
生
き
る
。こ
れ
は
、

出
会
い
と
別
れ
を
必
ず
繰
り
返
す
場
所
に

身
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た「
愛
別
離
苦
」と

い
う
人
間
の
根
本
苦
悩
は
、ま
ず
初
め
に
出

会
い
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
苦
悩
で

し
た
。親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
を「
報
恩
講
」と

名
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

は
、「
人
間
の
苦
悩
の
中
で
愛
別
離
苦
、こ
れ

も
っ
と
も
切
な
り
」と
仰
い
ま
す
。

　

そ
の
変
え
よ
う
の
な
か
っ
た
苦
し
み
と
悲

し
み
を
初
め
か
ら
目
当
て
と
し
、活
き
場
と

し
、男
女
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、出
家

在
家
を
選
ば
ず…

。願
う
よ
り
も
先
に
自
ら

立
ち
上
が
り
、涙
な
が
ら
に「
ま
か
せ
よ
、必

ず
救
う
」と
、か
か
り
き
っ
て
下
さ
る
の
が
、

阿
弥
陀
様
で
す
。こ
の
こ
と
を
生
涯
か
け
て

教
え
て
下
さ
れ
た
方
こ
そ
が
、親
鸞
聖
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

今
、私
た
ち
は
、「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る

現
場
に
身
を
置
き
ま
す
。こ
の
地
域
社
会
で
、

こ
の
家
族
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
の
先
輩
方
は
そ
の
真
只
中
に
、聞

法
の
道
場
で
あ
る
お
寺
を
建
て
ら
れ
、家
の

中
心
に
は
阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇
ま
で
安
置
し
、

ど
ん
な
困
難
な
時
代
も
お
念
仏
に
支
え
ら
れ
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
私
た
ち
の
命
は
、今
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

■ 

蓮
如
上
人
と
国
東
の
里

　

さ
て
、多
く
の
家
族
が
暮
ら
す
里
村
の
庵

寺
を
護
っ
て
い
た
小
次
郎
の
耳
に
は
、浄
土
真

宗
の
ご
法
義
と
共
に
本
願
寺
第
八
代
蓮
如

上
人
の
お
噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、幼
い
頃
に
生
き
別

れ
た
蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
は
、豊
後
の
出

身
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
御
門

主
と
成
ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
、お
母
様
を
探

さ
せ
る
た
め
に
弟
子
で
あ
る
浄
念
を
豊
後
に

派
遣
し
た
の
で
す
。浄
念
は
国
東
半
島
の
臼

野
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
、そ
こ
で
お
寺

を
建
て
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
光
徳
寺
と

い
う
お
寺
で
す
。

　

な
ぜ
臼
野
に
建
て
た
の
か
。実
は
、こ
の
地

こ
そ
が
生
き
別
れ
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
の
お

母
様
が
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
小
さ
な

墓
石
が
建
っ
て
お

り
、そ
の
お
墓
は

近
江
の
国（
滋
賀

県
）よ
り
や
っ
て

き
た
瀬
々
家（
元

は
膳
所
家
）が
代

々
護
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
瀬
々

家
の
お
仏
壇
に
は

、今
も
な
お
蓮
如

上
人
直
筆
の
六

字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す

。さ
ら
に
こ
の
地

域
は
、「
望
都
」と

言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
は〝
都

を
望
む
〞と
読
む

こ
と
が
で
き
、学

者
の
中
で
も
有
力

な
裏
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
が
豊
後
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
、九
州
に
お
い
て
い
ち
早
く
浄
土
真

宗
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
、小
次
郎
が

浄
土
真
宗
と
い
う
御
法
義
に
出
遇
う
ご
縁
に

な
り
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、様
々
な
仏
教
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
を
持
っ
て
、京
に
上
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
蓮
如
上
人
に
会
い
、ご
教
化
を
頂

い
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、蓮
如
上
人
よ
り

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
六
字
本
尊
を
数
代
頂

戴
し
た
の
で
す
。現
在
は
、大
小
三
幅
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
白
骨
章
」と
家
族
の
営
み

　

蓮
如
上
人
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

御
門
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、親
鸞
聖
人
に

な
ら
っ
て
家
族
を
持
っ
て
お
念
仏
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
持
っ
て
生
き

る
以
上
、「
愛
別
離
苦
」の
悲
し
み
、苦
し
み

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。蓮
如
上

人
は
奥
様
に
先
立
た
れ
、お
子
さ
ま
も
次
々

と
先
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。ご
自
身
が

生
き
て
い
る
間
に
、男
女
合
わ
せ
て
七
人
の
お

子
さ
ま
に
先
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
科
と
い
う
京
の
街
中
に
本
山
を
建
て
ら

れ
て
い
た
蓮
如
上
人
の
も
と
に
は
、同
じ
よ

う
に
家
族
を
持
っ
て
生
き
る
ご
門
徒
の
悲
報

が
常
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
良

く
知
る『
御
文
章
』の「
白
骨
章
」は
、蓮
如

上
人
が
七
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
御
手
紙

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
謂
れ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
話
が
あ

り
ま
す
。

　

山
科
本
願
寺
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
、

青
木
民
部
と
い
う
ご
門
徒
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
青
木
家
の一
人
娘
、清
が
十
七
歳
の
時
に

祝
言
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の

当
日
、清
が
急
死
し
た
の
で
す
。原
因
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。突
然
の
こ
と
に
驚
き
、嘆

き
苦
し
ん
だ
ご
両
親
は
、初
七
日
を
待
た
ず

し
て
二
人
と
も
命
を
終
え
て
い
か
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
蓮
如
上

人
は
、涙
な
が
ら
に
筆
を
と
り「
白
骨
章
」を

書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。蓮

如
上
人
は
、こ
の
時
す
で
に
ご
自
身
の
お
子

さ
ま
５
人
を
見
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、こ
の
話
を
蓮
如
上
人
か
ら
直

接
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。蓮
如
上
人
や
ご
門

徒
の
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
、躍
動
す
る
阿

弥
陀
様
の
お
慈
悲
の
あ
り
だ
け
を
感
じ
取
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
弥
陀
様
の
救
い
の
願
い
と
、は
た
ら
き
の

前
に
は
、老
若
男
女
、出
家
在
家
、仕
事
な
ど

の
区
別
・
差
別
は
な
い
と
い
う
、親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
聞
き
、い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
命

尽
き
よ
う
と
も
、平
生
よ
り
ご一
緒
く
だ
さ
る

阿
弥
陀
様
に
い
だ
か
れ
て
、お
浄
土
に
仏
様

と
し
て
生
ま
れ
往
く
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お

法
に
、き
っ
と
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、豊
後
に
帰
っ
て
き

た
小
次
郎
は
、出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
が
初
め
か
ら
決
定
し
て
い
る
現
場
、即

ち「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る
現
場
で
あ
る
家

族
の
営
み
の
中
に
、阿
弥
陀
様
の
お
法
を
聞

く
道
場
と
し
て
お
寺
を
再
出
発
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
が
浄
土
真
宗
と
し
て
の
妙
蓮
寺
の
始

ま
り
で
す
。

■ 

ご
門
徒
に
伝
わ
る『
御
文
章
』

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、妙
蓮
寺
の
ご
門

徒
は
蓮
如
上
人
の
お
手
紙
を
集
め
て
編
集

さ
れ
た『
御
文
章
』を
代
々
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。本
願
寺
は
御
門
主
が
代
わ
る
際
に
、

そ
の
名
を
記
し
た
御
文
章
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、特
に
印
刷
技
術
が
発
達
し
た
第
十
四

代
寂
如
上
人（
１
６
５
１
〜
１
７
２
５
）の
頃

に
は
、全
国
の
ご
門
徒
に『
御
文
章
』が
広
ま

り
ま
し
た
。

　

妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
の
中
に
は
、こ
の
寂
如

上
人
の
名
が
記
さ
れ
た
御
文
章
が
、今
で
も

比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、一
代
前

の
第
十
三
代
良
如
上
人（
１
６
１
３
〜
１
６

６
２
）や
二
代
前
の
第
十
二
代
准
如
上
人
の

御
文
章
も
、僅
か
で
す
が
妙
蓮
寺
ご
門
徒
宅

に
存
在
し
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、大
変
貴
重
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
ご

先
祖
方
は
室
町
時
代
よ
り
始
ま
り
、江
戸
時

代
の
初
期
に
は
す
で
に
御
文
章
を
京
都
の
御

本
山
よ
り
拝
受
さ
れ
、お
念
仏
に
生
き
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。御
文

章
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、当
時
す
で

に
家
族
の
中
心
に
は
、阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇

が
安
置
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

室
町
時
代
よ
り
約
５
５
０
年
、い
っ
た
い
何

人
も
の
方
々
が
お
仏
壇
の
前
で
結
婚
式
を
あ

げ
、子
や
孫
の
誕
生
を
慶
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、ど
れ
ほ
ど
の
方
々
が
お
仏
壇
の
あ

る
家
で
歳
を
重
ね
、阿
弥
陀
様
の
前
で
看
取

り
が
行
わ
れ
、涙
な
が
ら
に
も
両
手
を
合
わ

せ
、葬
儀
や
法
事
を
営
ま
れ
て
来
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
出
会
い
か
ら
、命
尽
き
る
最
後
の

最
後
ま
で
、一
貫
し
て
阿
弥
陀
様
の
前
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、ご
先
祖
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

■ 

「
誓
願
一
仏
乗
」

　

こ
こ
で
、一
乗
山
妙
蓮
寺
と
い
う
名
前
の
い

わ
れ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
山
号「
一
乗
山
」の「
一
乗
」は
、仏

教
全
般
に
お
い
て
最
も
重
要
な
言
葉
の
ひ
と

つ
で
す
。「
一
」は
唯
一
無
二
、「
乗
」は
乗
物
の

意
で
、全
て
の
者
が
迷
い
の
六
道
を
離
れ
、仏

様
と
成
ら
せ
て
頂
く
、た
っ
た
ひ
と
つ
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の「
あ
な
た
を
仏
様
と

し
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
、我
も
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
」と

誓
わ
れ
た
、ご
本
願
が
成
就
し
た
証
拠「
南

無
阿
弥
陀
仏
」で
す
。そ
れ
は「
我
に
ま
か
せ

よ
、必
ず
救
う
」と
い
う
阿
弥
陀
様
の
お
喚
び

声
と
な
っ
て
今
こ
こ
に
届
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
親
鸞
聖
人
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
阿
弥
陀
様
の
大
き
な
船
に
譬
え
ら
れ
て
い

ま
す
。晩
年
の
ご
和
讃
に
は
、

「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

大
願
の
ふ
ね
に
乗
じ

て
ぞ　

生
死
の
う
み
に
う
か
み
つ
つ　

有
情

を
よ
ば
う
て
の
せ
た
ま
ふ
」

　

と
、お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。つ
ま
り「
南

無
阿
弥
陀
仏
」が
私
た
ち
が
必
ず
仏
様
と
し

て
生
ま
れ
往
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
乗
り

物
、「
一
乗
」な
の
で
す
。

　

天
台
宗
の
根
本
理
念
も「
一
乗
思
想
」で
す

が
、当
時
の
天
台
宗
は
貴
族
や
位
の
高
い
武

士
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、在
家
や
女
性
に
は

冷
た
い
も
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
に
深
い
悩
み

と
矛
盾
を
抱
か
れ
て
い
た
親
鸞
聖
人
は
、20

年
に
わ
た
っ
て
命
が
け
の
修
行
に
打
ち
込
ん

で
き
た
天
台
宗
比
叡
山
を
下
り
、阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
に
生
き
、家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、

浄
土
真
宗
を
歩
ま
れ
た
の
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
、お
念
仏
の
お
救
い
を「
誓

願
一
仏
乗
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。仏
様
の
救

い
を
顕
す「
一
乗
」と
は
、阿
弥
陀
様
の
ご
本

願
が
成
就
し
た
姿
で
あ
る
名
号「
南
無
阿
弥

陀
仏
」に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と…

。

■ 

白
蓮
華
の
如
く

　

親
鸞
聖
人
の
歩
み
は
、天
台
宗
か
ら
浄
土

真
宗
に
帰
し
た
妙
蓮
寺
の
歴
史
と
重
な
り

ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の「
妙
」と
は
経
典
の
言
葉
で
、

「
こ
の
上
な
い
最
高
の
」「
不
可
思
議
な
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、他
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
と
し
て
仏
教
で
は
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
蓮
」は
阿
弥
陀
様
の
願
い
と
、は

た
ら
き
を
顕
し
て
い
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

『
維
摩
経
』を
引
用
さ
れ
、「
蓮
」の
お
い
わ
れ

を
、次
の
よ
う
に
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮
を
生
ぜ
ず
。卑
湿
の

淤
泥
に
蓮
華
を
生
ず
と
。こ
れ
は
凡
夫
、煩

悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、仏
の
正
覚
の
華

を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
」

　

蓮
は
泥
に
は
染
ま
ら
ず
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
根
っ
こ
は
ど
こ
に

宿
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、必
ず
泥
の
中
に

命
の
根
を
張
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
の
場
所

と
は
、清
く
正
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
に
用
事

が
あ
る
の
で
は
な
く
、煩
悩
と
い
う
自
己
中

心
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、地
域
社

会
、家
族
の
中
に
生
き
、仕
事
を
し
、出
会
い

と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
は
慟
哭
す
る
、私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
、ど
ろ
ど
ろ
と
し
た

真
っ
暗
な
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
示
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

即
ち
、今
私
達
が
称
え
る
お
念
仏
の一
声
一

声
と
は
、阿
弥
陀
様
そ
の
も
の
な
の
で
す
。こ

の
真
っ
暗
な
心
中
深
く
に
宿
っ
て
、一
声
一
声

「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
と
な
っ
て
顕
れ

出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
の一つ『
観
無
量
寿

経
』に
は
、お
釈
迦
様（
親
鸞
聖
人
は
無
量
の

仏
様
方
も
含
ま
れ
る
）の
言
葉
と
し
て
、

「
も
し
念
仏
せ
ん
者
、ま
さ
に
知
る
べ
し
、こ
の

人
は
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
陀
利
華
」と
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で

あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」

の
音
写
語
で
あ
り
、白
蓮
華
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
が
親
し
い『
正
信
偈
』に
、親
鸞
聖
人

は
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、如
来
の
弘
誓
願
を
聞

信
す
れ
ば
、仏（
お
釈
迦
様
と
無
量
の
仏
様

方
）、広
大
勝
解
の
も
の
と
の
た
ま
へ
り
。こ
の

人
を
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
の
中
で
、悲
し

み
や
苦
し
み
は
変
わ
ら
ね
ど
も
、そ
の
中
に
こ

そ
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
き
、お
念
仏
申

し
て
精
一
杯
に
生
き
る
私
た
ち
を
、お
釈
迦

様
を
は
じ
め
無
量
の
仏
様
方
は
、「
あ
な
た
は

白
く
て
美
し
い
白
蓮
華
の
よ
う
な
方
で
あ
り

ま
す
」と
お
誉
め
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
し
て
５
５
０
年
、ち
ょ
う
ど

泥
中
に
咲
く
白
蓮
華
の
如
く
、私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、生
老
病
死
、愛
別
離
苦
と
いっ
た
苦
悩

の
現
場
の
真
只
中
に
お
寺
を
建
て
、家
族
の
中

心
に
お
仏
壇
を
安
置
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
へ
帰
依
し
、江
戸
時

代
の
初
め
に
は
そ
の
お
寺
を「
一乗
山 

妙
蓮
寺
」

と
名
告
り
、ご
門
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
の
お
い
わ
れ
、お
念
仏
の

お
い
わ
れ
を
聞
く「
聞
法
の
道
場
」と
し
て
、今

日
ま
で
お
寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、妙
蓮
寺
は
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、お
寺
か
ら
離
れ
た
臼
杵（
松
ケ
岳
・ 

佐
志
生
）、家
島
と
い
っ
た
地
域
に
ご
門
徒
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

臼
杵
に
あ
る
佐
志
生
の
ご
門
徒
は
、暮
ら

し
の
中
心
に
、も
っ
と
身
近
に
阿
弥
陀
様
の
お

話
が
聞
き
た
い
と
願
わ
れ
、妙
蓮
寺
の
支
坊

と
し
て
説
教
所
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初

は
佐
志
生
の
藤
田
地
区
に
あ
っ
た
説
教
所
は
、

明
治
31
年
３
月
、篤
信
の
ご
門
徒
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
目
明
地
区
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
毎
月
10
日
に
は
法
座
が
開
か
れ
、お
彼

岸
、報
恩
講
の
御
法
座
に
、佐
志
生
の
ご
門
徒

方
の
お
参
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■ 

法
灯
を
護
る

　

お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、と
て
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
御
法
座
の
数
も
、参
拝
者
も
、

残
念
な
が
ら
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。ご
門

徒
も
、お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
が
都
会
な
ど

で
遠
く
離
れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、独
り
暮
ら
し

の
ご
門
徒
宅
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
毎
月
毎
月
、暑
い
日
も
寒
い
日
も

お
仏
壇
を
丁
寧
に
お
荘
厳
し
、一
緒
に
お
勤
め

を
さ
れ
る
ご
門
徒
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

法
座
ご
と
に
お
寺
に
足
を
運
び
、熱
心
に
阿
弥

陀
様
の
御
法
り
を
お
聴
聞
く
だ
さ
り
、嬉
し

い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
、な
ん

ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
申
さ
れ
て
い
る
ご
門

徒
も
、沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
に
行
っ
て
い
る
一
泊
の
子
ど
も
会

（
夏
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）で
は
、妙
蓮
寺
の
仏
教

婦
人
会
や
仏
教
壮
年
会
の
ご
門
徒
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、毎
年
30
〜

50
人
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
本
堂
に
集
ま
り
ま

す
。子
ど
も
達
は
手
を
合
わ
せ
て
お
経
や
お

念
仏
を
称
え
、阿
弥
陀
様
の
お
話
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
堂
で
寝
泊
ま
り

を
し
て
、食
前
食
後
の
言
葉
を
唱
和
し
て
食

事
を
い
た
だ
き
、お
風
呂
や
人
形
劇
、流
し
そ

う
め
ん
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し

て
、学
校
を
超
え
た
友
達
の
輪
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
若
い
方
も
、お
子
さ
ま
と
の
死
別

や
様
々
に
起
こ
り
得
る
人
生
の
悲
し
み
、苦

し
み
、悔
し
さ
を
通
し
て
お
念
仏
申
し
、阿

弥
陀
様
の
お
話
を
聞
い
て
涙
し
て
く
だ
さ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。死
別
の
悲

し
み
だ
け
で
な
く
、子
や
孫
が
誕
生
し
た
、入

学
や
卒
業
を
し
た
、成
人
し
た
、結
婚
し
た

と
言
っ
て
は
、お
仏
壇
の
お
花
を
入
れ
替
え
、

お
灯
り
と
お
香
、そ
し
て
お
仏
飯
を
お
供
え

し
て
合
掌
し
、お
念
仏
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る

ご
門
徒
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
合
わ
さ
れ
た
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
両
手
に
は
、そ
し
て
お
念
仏
の一
声
一
声
に

は
、阿
弥
陀
様
、お
釈
迦
様
や
無
量
の
仏
様
方
、

親
鸞
聖
人
、蓮
如
上
人
、さ
ら
に
は
代
々
の
住

職
や
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
願
い
の
全
て
が
集
約

さ
れ
、顕
れ
出
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
、お
念
仏

申
し
、法
灯
を
護
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、も
っ
と
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
は
こ
れ
ほ
ど
に
致

し
ま
す
。平

成
二
十
九
年
一
月
十
六
日　
　
　

  

（
親
鸞
聖
人
御
命
日
）

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
加
筆
修
正
）

文
責 

妙
蓮
寺
住
職　

蓮
谷 

啓
介（
釋 

啓
生
）

【
参
考
】

　
『
妙
蓮
寺
山
門
過
去
帳
』

　
『
木
仏
之
留 

御
影
様
之
留
』『
西
光
寺
古
記
』『
豊
後
国
諸
記
上
』

　

本
願
寺
資
料
集
成

　
『
松
林
山
端
坊
の
歴
史
』 

山
口
県
萩
市
端
坊
編

　
『
寺
社
考
』寛
保
元（
1
7
4
1
）年
二
月
、

　
　
　
　
　

 

臼
杵
藩
士　

大
田 

六
郎
兵
衛 

重
澄
著

　
『
温
故
年
表
録
』 

臼
杵
藩
士　

加
島 

弥
平
太
英
国
著

　
『
豊
後
国
志
』 

岡
藩
士 

唐
橋 

世
済
編
纂

　
『
臼
杵
小
鑑
大
全
』臼
杵
城
下
八
坂
神
社　

鶴
峰
戊
申
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
後
期
の
国
学
者

　
『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』雲
山
龍
珠
和
上
著　

・
・
・
・
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■ 

開
基

　

臼
杵
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
大
田
六
郎
兵

衛
重
澄
が
著
し
た『
寺
社
考
』や
、臼
杵
藩
士

加
島
弥
平
太
英
国
の
著
し
た『
温
故
年
表
録
』

に
よ
る
と
、一
乗
山
妙
蓮
寺
は
、室
町
時
代
の

文
明
年
間（
１
４
６
９
〜
１
４
８
７
）に
、豊
後

国
海
部
郡
小
佐
井
郷
里
村
の
庵
寺
の
住
人

で
あ
っ
た
木
下
小
次
郎
が
、浄
土
真
宗
に
帰

依
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

浄
土
真
宗
は
、阿
弥
陀
様
の
本
願
成
就
の

み
教
え
で
す
。本
願
成
就
と
は
、阿
弥
陀
様

が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、「
あ
な
た
を
我

が
国
に
仏
様
と
し
て
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ら
、我
も
決
し
て
阿
弥
陀
仏
と

は
成
ら
な
い
」と
い
う
誓
願（
衆
生
往
生
か
け

も
の
の
御
本
願
）が
、法
蔵
菩
薩
の
永
く
果
て

し
な
い
ご
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
で
、

す
で
に
私
達
が
気
づ
く
よ
り
も
、お
願
い
す

る
よ
り
も
先
に
、全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

命
の
う
え
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
我
に
ま
か

せ
よ
必
ず
救
う
）の
喚
び
声
と
な
っ
て
、い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
、ご一
緒

く
だ
さ
っ
て
あ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。す
な
わ

ち「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
す
る
こ
と

は
、救
い
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
声
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
常
に
私
達
と
ご
一
緒
下
さ
る
姿
で
あ
る

と
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
す
。

　

さ
て
、小
次
郎
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

初
め
に
聞
い
た
の
は
、現
在
豊
後
大
野
市
に

あ
る
法
濤
山
明
尊
寺（
本
願
寺
第
六
代
巧

如
上
人
の
時
代
に
真
宗
寺
院
と
し
て
存
在

し
た
と
い
う
。現
在
は
お
東
の
お
寺
）で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、浄
土
真
宗
を
さ
ら
に
正
し
く
聞

き
た
い
と
決
心
し
、小
次
郎
は
京
に
上
り
ま

す
。そ
し
て
、当
時
は
京
都
の
山
科
に
あ
っ
た

御
本
山
本
願
寺
に
て
、第
八
代
宗
主
蓮
如
上

人（
１
４
１
５
〜
１
４
９
９
）に
会
っ
て
、直
接

浄
土
真
宗
の
教
化
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時

小
次
郎
は
、蓮
如
上
人
よ
り
真
筆
の
六
字
名

号「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
ご
本
尊
と
、法
名

「
宗
温
」を
賜
り
、や
が
て
豊
後
に
帰
郷
し
ま

し
た
。文
献
に
よ
れ
ば
、そ
の
後
１
５
７
３

（
元
亀
三
）年
、寺
号
を
望
み
上
京
を
試
み
ま

す
が
、途
中
播
磨
の
国（
兵
庫
県
）で
盗
難
に

会
い
、志
を
果
た
せ
ず
し
て
無
念
の
中
に
帰

郷
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、宗
温
の
年
齢
等
を

考
え
る
と
、寺
号
を
望
み
上
京
し
た
の
は
宗

温
の
子
、妙
蓮
寺
第
二
世
宗
栄
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

御
本
尊
下
附 ―

 

山
門
建
立

　

時
を
経
て
、関
ケ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、江

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
世
情
が
落
ち
着
き
を
み

せ
た
１
６
０
５（
慶
長
10
）年
５
月
、つ
い
に
第

十
二
代
宗
主
准
如
上
人（
１
５
７
７
〜
１
６
３

１
）よ
り
寺
号「
一
乗
山
妙
蓮
寺
」を
許
さ
れ
、

木
仏
の
御
本
尊
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂
は
、妙
蓮
寺
第
十
一
世
宗
正

の
時
、１
７
５
３（
宝
暦
３
）年
か
ら
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
ご
門
徒
の
日
役
と
寄
進
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。宗
正
は
そ
の
７
年
後
、

三
十
五
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
世
宗
祐
の
時
に
は
、火
事
、落
雷
、強

風
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
数
年
間
続
き
、１
７

９
２（
寛
政
３
）年
３
月
に
大
地
震
が
発
生
。

本
堂
の
大
屋
根
が
大
破
し
ま
し
た
が
、３
年

後
の
１
７
９
５（
寛
政
七
）年
に
は
上
棟
式
が

行
わ
れ
、修
復
を
終
え
て
い
ま
す
。修
復
に

あ
た
っ
た
の
は
臼
杵
の
大
匠
、山
崎
平
内
重

矩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
世
宗
仁
の
時
、妙
蓮
寺
は
御
本
山
の

余
間
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

宗
仁
は
十
九
歳
で
往
生
し
、十
六
世
宗
秀

は
二
十
九
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。二
代
続

け
て
住
職
が
若
く
し
て
往
生
し
ま
し
た
が
、

宗
秀
の
子
、宗
廓
が
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
十

七
世
を
世
襲
し
、妙
蓮
寺
を
再
興
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
山
門
は
、そ
の
宗
廓
が
１
８
４
８

（
嘉
永
元
）年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。し
か

し
、こ
れ
は
父
の
往
生
か
ら
５
年
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、宗
廓
を
支
え
た
ご
門
徒
の
妙
蓮
寺

再
興
の
力
強
い
思
い
が
威
風
堂
々
た
る
山
門

の
建
立
を
成
せ
た
こ
と
を
想
像
で
き
ま
す
。

　

山
門
は
、本
堂
の
向
拝（
本
堂
入
口
正
面
）

の
直
線
上
に
あ
り
、参
道
よ
り
山
門
を
く
ぐ

れ
ば
、す
ぐ
に
本
堂
の
中
心
に
あ
る
御
本
尊

の
阿
弥
陀
様
に
御
礼
が
で
き
る
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
門
の
彫
刻
は
見
事

で
、破
風
に
も
趣
が
あ
り
ま
す
。瓦
の
葺
き

方
に
は「
輪
違
い
」と
い
う
幾
何
学
文
様
を

呈
し
た
伝
統
工
法
の
本
葺
き
で
成
さ
れ
て
あ

り
、聞
法
の
道
場
に
人
々
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
荘
厳
な
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
宗
廓
の
時
に
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。１
８
５
４（
嘉
永
七
）年
10

月
18
日
、宗
廓
は
京
都
へ
御
本
山
参
拝
の
為

に
鶴
崎
を
出
航
し
ま
し
た
が
、19
日
の
夜
、現

在
の
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
八
島
の
沖
合
に

て
突
風
に
遭
い
、船
が
破
損
。宗
廓
は
助
か
り

ま
し
た
が
、付
き
添
い
の
僧
、遠
慶
が
往
生
し

ま
し
た
。ご
門
徒
も
同
船
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、多
く
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
葬
儀
を
12
月
３
日
、妙
蓮
寺
に

て
執
り
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■ 

十
八
代 
宗
靖

　

宗
廓
は
四
十
歳
で
往
生
し
、十
八
世
を
継

い
だ
の
が
、「
白
骨
道
人
」の
名
で
知
ら
れ
た

宗
靖
で
す
。妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
い
く
つ
か
の
お

家
に
は
、今
も
宗
靖（
雅
号
が
白
骨
）の
書
画

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
久
山
の
安
楽
寺
と
い
う
お
寺
に
お

説
教
で
招
か
れ
た
際
、偶
然
に
も
宗
靖
の
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
お
寺
の
床
の
間
に
は

「
大
心
海
」と
書
か
れ
た
書
が
今
も
大
切
に

掛
け
ら
れ
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。『
大
分
県
画
人
名
鑑
』に
は
宗
靖
の
書

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宗
靖
は
、廣
瀬
淡
窓
や
帆
足
万
里
の
一
番

弟
子
で
あ
る
米
良
倉
次
郎
東
嬌
に
師
事
し
、

佐
賀
藩
の
大
隈
重
信
や
長
州
藩
の
大
村
益

次
郎
、長
三
州
、佐
伯
藩
の
秋
月
新
太
郎
と

も
親
交
が
深
く
あ
り
ま
し
た
。廃
藩
置
県

後
に
は
明
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部

省
に
出
仕
し
、後
に
本
願
寺
の
官
僚
と
し
て

長
崎
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
視
察
な
ど
宗
務
に

邁
進
し
ま
す
が
、妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
や
母
親

の
体
調
な
ど
を
心
配
し
て
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

御
法
義
の
上
で
は
、博
多
万
行
寺
の
七
里
恒

順
和
上（
若
い
こ
ろ
中
津
に
あ
る
浄
光
寺
に

て
、浄
土
真
宗
の
教
学
を
福
沢
諭
吉
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
）に
師
事
。〝
蓮
谷
和
上
〞と

称
さ
れ
、今
で
も
様
々
な
文
献
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
宗
靖
は
、戸
次
に
あ
る
妙
正
寺
の

真
宗
大
谷
派
の
講
師（
本
願
寺
派
で
は
和
上
）

で
、中
国
布
教
の
先
駆
者
あ
っ
た
小
栗
栖
香

頂
師
と
宗
派
を
超
え
た
刎
頸
の
仲
で
し
た
。

数
年
前
、あ
る
古
書
店
で
、大
正
９
年
に
出

版
さ
れ
た『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』（
本
願

寺
派
勧
学
・
雲
山
龍
珠
和
上
著
）と
出
会
い
、

そ
こ
に
は『
病
床
閑
話
』と
い
う
題
で
二
人
の

浄
土
真
宗
の
教
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
掲
載

さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
献
に
よ
る
と
、宗
靖
は
病
床
の
香

頂
師
を
見
舞
い
に
、妙
正
寺
ま
で
馬
で
訪
ね

て
い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
５
年
に
長
崎
で
別

れ
て
以
来
の
再
会
で
、お
互
い
の
身
の
心
配
よ

り
始
ま
り
、や
が
て
会
話
は
教
学
上
の
問
答

へ
と
展
開
し
ま
す
。非
常
に
強
く
、時
に
激
し

く
問
答
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、必
ず
そ
の
出

拠
、出
典
を
明
示
し
た
上
で
の
問
答
と
な
っ

て
お
り
、宗
靖
の
教
学
研
鑽
の
深
さ
が
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。最
後
は
笑
い
あ
っ
て
、「
お

互
い
の〝
安
心
〞（
浄
土
真
宗
の
信
心
の
こ
と

で
、あ
ん
じ
ん
と
読
み
ま
す
）は
異
な
ら
ず
、

往
生
の
暁
に
は
、共
に
同
じ
阿
弥
陀
様
の
お

浄
土
で
親
鸞
聖
人
に
謁
し
よ
う
」と
誓
っ
て
、

問
答
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
酒
を
酌

ん
で
念
仏
す
、返
景
の
沈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
」と
記
さ
れ
て
あ
り
、時
代
の
変
革
期
に

奔
走
し
た
僧
侶
の
中
に
は
、深
い
教
学
研
鑽

と
仏
祖
讃
仰
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。雲
山
和
上
は
こ
れ
を
教
学
上
の「

好
資
料
」と
、高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

宗
靖
は
五
十
歳
で
往
生
し
、後
に
秋
月
新

太
郎
が
親
交
を
偲
ん
で
碑
文
を
顕
し
ま
す

が
、そ
の
碑
文
が
現
在
、妙
蓮
寺
境
内
に
建
っ

て
い
る
石
碑
で
す
。

■ 

浄
土
真
宗
に
帰
依

　

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
と
、戦
前
戦
後

を
ご
門
徒
と
共
に
乗
り
越
え
、妙
蓮
寺
は
こ

の
度
、二
十
四
世
を
数
え
ま
す
。で
は
、な
ぜ

妙
蓮
寺
の
開
基
で
あ
る
木
下
小
次
郎（
後
の

宗
温
）が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
の
か
を
、こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蓮
如
上
人
に
帰
依
す
る
ま
で
の
妙
蓮
寺

は
、天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
天
台
寺
院
は
豊
後
に
広
く
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
、そ
の
多
く
は
国
東
半
島
に

見
ら
れ
る
天
台
寺
院
の
よ
う
に
山
中
奥
深
く

に
存
在
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
世
間
か
ら

離
れ
、家（
家
族
）を
捨
て
、欲
を
棄
て
て
修

行
に
打
ち
込
む
為
で
し
た
。

　

こ
れ
を「
出
家
仏
教
」と
い
い
ま
す
。現
在

で
も
教
義
的
に
家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、す
な

わ
ち「
在
家
仏
教
」が
み
教
え
よ
り
認
め
ら
れ

る
の
は
、浄
土
真
宗
の
み
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
天
台
宗
は
、本
山
で
あ
る
比
叡
山

延
暦
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、女
人
禁

制
で
し
た
。お
寺
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
は
山
に

立
ち
入
る
こ
と
さ
え
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
明
治
５
年
ま
で
続
き
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、男
性
修
行
者
が
家
族
を
捨
て
、

欲
を
棄
て
る
為
に
女
性
は
邪
魔
に
な
る
と
い

っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、当
時
根
強
く
あ

っ
た「
女
性
蔑
視
」の
価
値
観
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
し
た
。男
性
出
家
者
の
修
行
の

為
の
女
人
禁
制
と
い
う
理
由
が
薄
弱
な
の
は
、

親
鸞
聖
人
が
お
ら
れ
た
頃
の
比
叡
山
の
天
台

僧
の
多
く
が
、（
現
在
は
滋
賀
県
の
坂
本
と
い

う
地
域
に
あ
た
る
）比
叡
山
の
麓
の
村
に
家

を
持
ち
、妻
や
子
ど
も
を
住
ま
わ
せ
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代

に
著
さ
れ
た『
沙
石
集
』に
は
、後
白
河
法
皇

の
言
葉
と
し
て
、本
来
家
族
を
持
た
な
い
は

ず
の
出
家
仏
教
者
が
結
婚
を
隠
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、「
隠
す
は
上
人　

せ
ぬ
は
仏
」と
い
う
文
も
あ
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、天
台
宗
に
は
珍
し
く
山
中
に

建
て
ら
れ
た
お
寺
で
は
な
く
、里
村
と
い
う

平
地
に
あ
り
ま
し
た
。周
囲
に
は
家
族
の
営

み
が
点
在
し
、多
く
の
老
若
男
女
が
家
業
と

し
て
田
畑
を
耕
し
、漁
を
し
、商
い
を
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、家
族
同

士
の
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、出
会
い
の
数
だ
け
死
別
の
悲
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。出
会
い
の
喜
び
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、死
別
の
苦
し
み
、悲
し

み
は
深
さ
を
増
す
と
い
っ
た
逃
れ
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
助
け
合
い
、支

え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
家
族
、老
若
男
女
、子

や
孫
た
ち
の
愁
嘆
の
声
が
、里
村
の
庵
寺
ま

で
届
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
、出
家
在
家
の
違
い
や
、男
女
の
違

い
等
に
よ
っ
て
救
い
に
区
別
、差
別
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
浄
土
真
宗
、阿
弥
陀
様
の
御
法

義
が
、聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

■ 

愛
別
離
苦

　

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、在

家
者（
家
族
や
職
業
を
持
っ
て
暮
ら
す
者
）、

そ
し
て
女
性
に
は
冷
た
い
当
時
の
仏
教
に
対

し
、「
本
来
の
姿
と
は
何
か?

」と
、疑
問
を
持

ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

幼
少
に
母
と
死
別
し
、わ
ず
か
九
歳
の
時

に
父
や
兄
弟
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、独
り
天

台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
も
の
間
、命
が
け
の
ご
修
行

を
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
で
し
た
が
、「
此
処
に

は
自
身
や
全
て
の
命
が
必
ず
救
わ
れ
て
ゆ
く

仏
道
は
な
い
」と
、山
を
下
り
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
法
然
聖
人
の
お
導
き
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
様
の
お
救
い
に
出
遇
わ
れ
、お
念
仏
申
し
、

仏
様
と
し
て
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
往
く
と
い

う
姿
を
地
域
社
会
、在
家
生
活
の
中
に
体
現

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

出
家
で
な
く
、山
中
で
な
く
、地
域
社
会

で
生
き
、家
族
を
持
っ
て
生
き
る
。こ
れ
は
、

出
会
い
と
別
れ
を
必
ず
繰
り
返
す
場
所
に

身
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た「
愛
別
離
苦
」と

い
う
人
間
の
根
本
苦
悩
は
、ま
ず
初
め
に
出

会
い
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
苦
悩
で

し
た
。親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
を「
報
恩
講
」と

名
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

は
、「
人
間
の
苦
悩
の
中
で
愛
別
離
苦
、こ
れ

も
っ
と
も
切
な
り
」と
仰
い
ま
す
。

　

そ
の
変
え
よ
う
の
な
か
っ
た
苦
し
み
と
悲

し
み
を
初
め
か
ら
目
当
て
と
し
、活
き
場
と

し
、男
女
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、出
家

在
家
を
選
ば
ず…

。願
う
よ
り
も
先
に
自
ら

立
ち
上
が
り
、涙
な
が
ら
に「
ま
か
せ
よ
、必

ず
救
う
」と
、か
か
り
き
っ
て
下
さ
る
の
が
、

阿
弥
陀
様
で
す
。こ
の
こ
と
を
生
涯
か
け
て

教
え
て
下
さ
れ
た
方
こ
そ
が
、親
鸞
聖
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

今
、私
た
ち
は
、「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る

現
場
に
身
を
置
き
ま
す
。こ
の
地
域
社
会
で
、

こ
の
家
族
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
の
先
輩
方
は
そ
の
真
只
中
に
、聞

法
の
道
場
で
あ
る
お
寺
を
建
て
ら
れ
、家
の

中
心
に
は
阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇
ま
で
安
置
し
、

ど
ん
な
困
難
な
時
代
も
お
念
仏
に
支
え
ら
れ
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
私
た
ち
の
命
は
、今
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

■ 

蓮
如
上
人
と
国
東
の
里

　

さ
て
、多
く
の
家
族
が
暮
ら
す
里
村
の
庵

寺
を
護
っ
て
い
た
小
次
郎
の
耳
に
は
、浄
土
真

宗
の
ご
法
義
と
共
に
本
願
寺
第
八
代
蓮
如

上
人
の
お
噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、幼
い
頃
に
生
き
別

れ
た
蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
は
、豊
後
の
出

身
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
御
門

主
と
成
ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
、お
母
様
を
探

さ
せ
る
た
め
に
弟
子
で
あ
る
浄
念
を
豊
後
に

派
遣
し
た
の
で
す
。浄
念
は
国
東
半
島
の
臼

野
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
、そ
こ
で
お
寺

を
建
て
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
光
徳
寺
と

い
う
お
寺
で
す
。

　

な
ぜ
臼
野
に
建
て
た
の
か
。実
は
、こ
の
地

こ
そ
が
生
き
別
れ
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
の
お

母
様
が
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
小
さ
な

墓
石
が
建
っ
て
お

り
、そ
の
お
墓
は

近
江
の
国（
滋
賀

県
）よ
り
や
っ
て

き
た
瀬
々
家（
元

は
膳
所
家
）が
代

々
護
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
瀬
々

家
の
お
仏
壇
に
は

、今
も
な
お
蓮
如

上
人
直
筆
の
六

字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す

。さ
ら
に
こ
の
地

域
は
、「
望
都
」と

言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
は〝
都

を
望
む
〞と
読
む

こ
と
が
で
き
、学

者
の
中
で
も
有
力

な
裏
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
が
豊
後
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
、九
州
に
お
い
て
い
ち
早
く
浄
土
真

宗
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
、小
次
郎
が

浄
土
真
宗
と
い
う
御
法
義
に
出
遇
う
ご
縁
に

な
り
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、様
々
な
仏
教
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
を
持
っ
て
、京
に
上
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
蓮
如
上
人
に
会
い
、ご
教
化
を
頂

い
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、蓮
如
上
人
よ
り

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
六
字
本
尊
を
数
代
頂

戴
し
た
の
で
す
。現
在
は
、大
小
三
幅
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
白
骨
章
」と
家
族
の
営
み

　

蓮
如
上
人
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

御
門
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、親
鸞
聖
人
に

な
ら
っ
て
家
族
を
持
っ
て
お
念
仏
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
持
っ
て
生
き

る
以
上
、「
愛
別
離
苦
」の
悲
し
み
、苦
し
み

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。蓮
如
上

人
は
奥
様
に
先
立
た
れ
、お
子
さ
ま
も
次
々

と
先
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。ご
自
身
が

生
き
て
い
る
間
に
、男
女
合
わ
せ
て
七
人
の
お

子
さ
ま
に
先
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
科
と
い
う
京
の
街
中
に
本
山
を
建
て
ら

れ
て
い
た
蓮
如
上
人
の
も
と
に
は
、同
じ
よ

う
に
家
族
を
持
っ
て
生
き
る
ご
門
徒
の
悲
報

が
常
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
良

く
知
る『
御
文
章
』の「
白
骨
章
」は
、蓮
如

上
人
が
七
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
御
手
紙

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
謂
れ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
話
が
あ

り
ま
す
。

　

山
科
本
願
寺
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
、

青
木
民
部
と
い
う
ご
門
徒
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
青
木
家
の一
人
娘
、清
が
十
七
歳
の
時
に

祝
言
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の

当
日
、清
が
急
死
し
た
の
で
す
。原
因
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。突
然
の
こ
と
に
驚
き
、嘆

き
苦
し
ん
だ
ご
両
親
は
、初
七
日
を
待
た
ず

し
て
二
人
と
も
命
を
終
え
て
い
か
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
蓮
如
上

人
は
、涙
な
が
ら
に
筆
を
と
り「
白
骨
章
」を

書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。蓮

如
上
人
は
、こ
の
時
す
で
に
ご
自
身
の
お
子

さ
ま
５
人
を
見
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、こ
の
話
を
蓮
如
上
人
か
ら
直

接
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。蓮
如
上
人
や
ご
門

徒
の
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
、躍
動
す
る
阿

弥
陀
様
の
お
慈
悲
の
あ
り
だ
け
を
感
じ
取
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
弥
陀
様
の
救
い
の
願
い
と
、は
た
ら
き
の

前
に
は
、老
若
男
女
、出
家
在
家
、仕
事
な
ど

の
区
別
・
差
別
は
な
い
と
い
う
、親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
聞
き
、い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
命

尽
き
よ
う
と
も
、平
生
よ
り
ご一
緒
く
だ
さ
る

阿
弥
陀
様
に
い
だ
か
れ
て
、お
浄
土
に
仏
様

と
し
て
生
ま
れ
往
く
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お

法
に
、き
っ
と
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、豊
後
に
帰
っ
て
き

た
小
次
郎
は
、出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
が
初
め
か
ら
決
定
し
て
い
る
現
場
、即

ち「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る
現
場
で
あ
る
家

族
の
営
み
の
中
に
、阿
弥
陀
様
の
お
法
を
聞

く
道
場
と
し
て
お
寺
を
再
出
発
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
が
浄
土
真
宗
と
し
て
の
妙
蓮
寺
の
始

ま
り
で
す
。

■ 

ご
門
徒
に
伝
わ
る『
御
文
章
』

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、妙
蓮
寺
の
ご
門

徒
は
蓮
如
上
人
の
お
手
紙
を
集
め
て
編
集

さ
れ
た『
御
文
章
』を
代
々
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。本
願
寺
は
御
門
主
が
代
わ
る
際
に
、

そ
の
名
を
記
し
た
御
文
章
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、特
に
印
刷
技
術
が
発
達
し
た
第
十
四

代
寂
如
上
人（
１
６
５
１
〜
１
７
２
５
）の
頃

に
は
、全
国
の
ご
門
徒
に『
御
文
章
』が
広
ま

り
ま
し
た
。

　

妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
の
中
に
は
、こ
の
寂
如

上
人
の
名
が
記
さ
れ
た
御
文
章
が
、今
で
も

比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、一
代
前

の
第
十
三
代
良
如
上
人（
１
６
１
３
〜
１
６

６
２
）や
二
代
前
の
第
十
二
代
准
如
上
人
の

御
文
章
も
、僅
か
で
す
が
妙
蓮
寺
ご
門
徒
宅

に
存
在
し
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、大
変
貴
重
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
ご

先
祖
方
は
室
町
時
代
よ
り
始
ま
り
、江
戸
時

代
の
初
期
に
は
す
で
に
御
文
章
を
京
都
の
御

本
山
よ
り
拝
受
さ
れ
、お
念
仏
に
生
き
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。御
文

章
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、当
時
す
で

に
家
族
の
中
心
に
は
、阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇

が
安
置
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

室
町
時
代
よ
り
約
５
５
０
年
、い
っ
た
い
何

人
も
の
方
々
が
お
仏
壇
の
前
で
結
婚
式
を
あ

げ
、子
や
孫
の
誕
生
を
慶
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、ど
れ
ほ
ど
の
方
々
が
お
仏
壇
の
あ

る
家
で
歳
を
重
ね
、阿
弥
陀
様
の
前
で
看
取

り
が
行
わ
れ
、涙
な
が
ら
に
も
両
手
を
合
わ

せ
、葬
儀
や
法
事
を
営
ま
れ
て
来
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
出
会
い
か
ら
、命
尽
き
る
最
後
の

最
後
ま
で
、一
貫
し
て
阿
弥
陀
様
の
前
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、ご
先
祖
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

■ 

「
誓
願
一
仏
乗
」

　

こ
こ
で
、一
乗
山
妙
蓮
寺
と
い
う
名
前
の
い

わ
れ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
山
号「
一
乗
山
」の「
一
乗
」は
、仏

教
全
般
に
お
い
て
最
も
重
要
な
言
葉
の
ひ
と

つ
で
す
。「
一
」は
唯
一
無
二
、「
乗
」は
乗
物
の

意
で
、全
て
の
者
が
迷
い
の
六
道
を
離
れ
、仏

様
と
成
ら
せ
て
頂
く
、た
っ
た
ひ
と
つ
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の「
あ
な
た
を
仏
様
と

し
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
、我
も
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
」と

誓
わ
れ
た
、ご
本
願
が
成
就
し
た
証
拠「
南

無
阿
弥
陀
仏
」で
す
。そ
れ
は「
我
に
ま
か
せ

よ
、必
ず
救
う
」と
い
う
阿
弥
陀
様
の
お
喚
び

声
と
な
っ
て
今
こ
こ
に
届
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
親
鸞
聖
人
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
阿
弥
陀
様
の
大
き
な
船
に
譬
え
ら
れ
て
い

ま
す
。晩
年
の
ご
和
讃
に
は
、

「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

大
願
の
ふ
ね
に
乗
じ

て
ぞ　

生
死
の
う
み
に
う
か
み
つ
つ　

有
情

を
よ
ば
う
て
の
せ
た
ま
ふ
」

　

と
、お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。つ
ま
り「
南

無
阿
弥
陀
仏
」が
私
た
ち
が
必
ず
仏
様
と
し

て
生
ま
れ
往
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
乗
り

物
、「
一
乗
」な
の
で
す
。

　

天
台
宗
の
根
本
理
念
も「
一
乗
思
想
」で
す

が
、当
時
の
天
台
宗
は
貴
族
や
位
の
高
い
武

士
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、在
家
や
女
性
に
は

冷
た
い
も
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
に
深
い
悩
み

と
矛
盾
を
抱
か
れ
て
い
た
親
鸞
聖
人
は
、20

年
に
わ
た
っ
て
命
が
け
の
修
行
に
打
ち
込
ん

で
き
た
天
台
宗
比
叡
山
を
下
り
、阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
に
生
き
、家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、

浄
土
真
宗
を
歩
ま
れ
た
の
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
、お
念
仏
の
お
救
い
を「
誓

願
一
仏
乗
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。仏
様
の
救

い
を
顕
す「
一
乗
」と
は
、阿
弥
陀
様
の
ご
本

願
が
成
就
し
た
姿
で
あ
る
名
号「
南
無
阿
弥

陀
仏
」に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と…

。

■ 

白
蓮
華
の
如
く

　

親
鸞
聖
人
の
歩
み
は
、天
台
宗
か
ら
浄
土

真
宗
に
帰
し
た
妙
蓮
寺
の
歴
史
と
重
な
り

ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の「
妙
」と
は
経
典
の
言
葉
で
、

「
こ
の
上
な
い
最
高
の
」「
不
可
思
議
な
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、他
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
と
し
て
仏
教
で
は
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
蓮
」は
阿
弥
陀
様
の
願
い
と
、は

た
ら
き
を
顕
し
て
い
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

『
維
摩
経
』を
引
用
さ
れ
、「
蓮
」の
お
い
わ
れ

を
、次
の
よ
う
に
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮
を
生
ぜ
ず
。卑
湿
の

淤
泥
に
蓮
華
を
生
ず
と
。こ
れ
は
凡
夫
、煩

悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、仏
の
正
覚
の
華

を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
」

　

蓮
は
泥
に
は
染
ま
ら
ず
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
根
っ
こ
は
ど
こ
に

宿
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、必
ず
泥
の
中
に

命
の
根
を
張
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
の
場
所

と
は
、清
く
正
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
に
用
事

が
あ
る
の
で
は
な
く
、煩
悩
と
い
う
自
己
中

心
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、地
域
社

会
、家
族
の
中
に
生
き
、仕
事
を
し
、出
会
い

と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
は
慟
哭
す
る
、私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
、ど
ろ
ど
ろ
と
し
た

真
っ
暗
な
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
示
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

即
ち
、今
私
達
が
称
え
る
お
念
仏
の一
声
一

声
と
は
、阿
弥
陀
様
そ
の
も
の
な
の
で
す
。こ

の
真
っ
暗
な
心
中
深
く
に
宿
っ
て
、一
声
一
声

「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
と
な
っ
て
顕
れ

出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
の一つ『
観
無
量
寿

経
』に
は
、お
釈
迦
様（
親
鸞
聖
人
は
無
量
の

仏
様
方
も
含
ま
れ
る
）の
言
葉
と
し
て
、

「
も
し
念
仏
せ
ん
者
、ま
さ
に
知
る
べ
し
、こ
の

人
は
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
陀
利
華
」と
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で

あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」

の
音
写
語
で
あ
り
、白
蓮
華
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
が
親
し
い『
正
信
偈
』に
、親
鸞
聖
人

は
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、如
来
の
弘
誓
願
を
聞

信
す
れ
ば
、仏（
お
釈
迦
様
と
無
量
の
仏
様

方
）、広
大
勝
解
の
も
の
と
の
た
ま
へ
り
。こ
の

人
を
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
の
中
で
、悲
し

み
や
苦
し
み
は
変
わ
ら
ね
ど
も
、そ
の
中
に
こ

そ
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
き
、お
念
仏
申

し
て
精
一
杯
に
生
き
る
私
た
ち
を
、お
釈
迦

様
を
は
じ
め
無
量
の
仏
様
方
は
、「
あ
な
た
は

白
く
て
美
し
い
白
蓮
華
の
よ
う
な
方
で
あ
り

ま
す
」と
お
誉
め
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
し
て
５
５
０
年
、ち
ょ
う
ど

泥
中
に
咲
く
白
蓮
華
の
如
く
、私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、生
老
病
死
、愛
別
離
苦
と
いっ
た
苦
悩

の
現
場
の
真
只
中
に
お
寺
を
建
て
、家
族
の
中

心
に
お
仏
壇
を
安
置
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
へ
帰
依
し
、江
戸
時

代
の
初
め
に
は
そ
の
お
寺
を「
一乗
山 

妙
蓮
寺
」

と
名
告
り
、ご
門
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
の
お
い
わ
れ
、お
念
仏
の

お
い
わ
れ
を
聞
く「
聞
法
の
道
場
」と
し
て
、今

日
ま
で
お
寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、妙
蓮
寺
は
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、お
寺
か
ら
離
れ
た
臼
杵（
松
ケ
岳
・ 

佐
志
生
）、家
島
と
い
っ
た
地
域
に
ご
門
徒
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

臼
杵
に
あ
る
佐
志
生
の
ご
門
徒
は
、暮
ら

し
の
中
心
に
、も
っ
と
身
近
に
阿
弥
陀
様
の
お

話
が
聞
き
た
い
と
願
わ
れ
、妙
蓮
寺
の
支
坊

と
し
て
説
教
所
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初

は
佐
志
生
の
藤
田
地
区
に
あ
っ
た
説
教
所
は
、

明
治
31
年
３
月
、篤
信
の
ご
門
徒
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
目
明
地
区
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
毎
月
10
日
に
は
法
座
が
開
か
れ
、お
彼

岸
、報
恩
講
の
御
法
座
に
、佐
志
生
の
ご
門
徒

方
の
お
参
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■ 

法
灯
を
護
る

　

お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、と
て
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
御
法
座
の
数
も
、参
拝
者
も
、

残
念
な
が
ら
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。ご
門

徒
も
、お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
が
都
会
な
ど

で
遠
く
離
れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、独
り
暮
ら
し

の
ご
門
徒
宅
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
毎
月
毎
月
、暑
い
日
も
寒
い
日
も

お
仏
壇
を
丁
寧
に
お
荘
厳
し
、一
緒
に
お
勤
め

を
さ
れ
る
ご
門
徒
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

法
座
ご
と
に
お
寺
に
足
を
運
び
、熱
心
に
阿
弥

陀
様
の
御
法
り
を
お
聴
聞
く
だ
さ
り
、嬉
し

い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
、な
ん

ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
申
さ
れ
て
い
る
ご
門

徒
も
、沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
に
行
っ
て
い
る
一
泊
の
子
ど
も
会

（
夏
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）で
は
、妙
蓮
寺
の
仏
教

婦
人
会
や
仏
教
壮
年
会
の
ご
門
徒
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、毎
年
30
〜

50
人
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
本
堂
に
集
ま
り
ま

す
。子
ど
も
達
は
手
を
合
わ
せ
て
お
経
や
お

念
仏
を
称
え
、阿
弥
陀
様
の
お
話
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
堂
で
寝
泊
ま
り

を
し
て
、食
前
食
後
の
言
葉
を
唱
和
し
て
食

事
を
い
た
だ
き
、お
風
呂
や
人
形
劇
、流
し
そ

う
め
ん
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し

て
、学
校
を
超
え
た
友
達
の
輪
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
若
い
方
も
、お
子
さ
ま
と
の
死
別

や
様
々
に
起
こ
り
得
る
人
生
の
悲
し
み
、苦

し
み
、悔
し
さ
を
通
し
て
お
念
仏
申
し
、阿

弥
陀
様
の
お
話
を
聞
い
て
涙
し
て
く
だ
さ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。死
別
の
悲

し
み
だ
け
で
な
く
、子
や
孫
が
誕
生
し
た
、入

学
や
卒
業
を
し
た
、成
人
し
た
、結
婚
し
た

と
言
っ
て
は
、お
仏
壇
の
お
花
を
入
れ
替
え
、

お
灯
り
と
お
香
、そ
し
て
お
仏
飯
を
お
供
え

し
て
合
掌
し
、お
念
仏
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る

ご
門
徒
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
合
わ
さ
れ
た
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
両
手
に
は
、そ
し
て
お
念
仏
の一
声
一
声
に

は
、阿
弥
陀
様
、お
釈
迦
様
や
無
量
の
仏
様
方
、

親
鸞
聖
人
、蓮
如
上
人
、さ
ら
に
は
代
々
の
住

職
や
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
願
い
の
全
て
が
集
約

さ
れ
、顕
れ
出
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
、お
念
仏

申
し
、法
灯
を
護
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、も
っ
と
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
は
こ
れ
ほ
ど
に
致

し
ま
す
。平

成
二
十
九
年
一
月
十
六
日　
　
　

  

（
親
鸞
聖
人
御
命
日
）

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
加
筆
修
正
）

文
責 

妙
蓮
寺
住
職　

蓮
谷 

啓
介（
釋 

啓
生
）

【
参
考
】

　
『
妙
蓮
寺
山
門
過
去
帳
』

　
『
木
仏
之
留 

御
影
様
之
留
』『
西
光
寺
古
記
』『
豊
後
国
諸
記
上
』

　

本
願
寺
資
料
集
成

　
『
松
林
山
端
坊
の
歴
史
』 

山
口
県
萩
市
端
坊
編

　
『
寺
社
考
』寛
保
元（
1
7
4
1
）年
二
月
、

　
　
　
　
　

 

臼
杵
藩
士　

大
田 

六
郎
兵
衛 

重
澄
著

　
『
温
故
年
表
録
』 

臼
杵
藩
士　

加
島 

弥
平
太
英
国
著

　
『
豊
後
国
志
』 

岡
藩
士 

唐
橋 

世
済
編
纂

　
『
臼
杵
小
鑑
大
全
』臼
杵
城
下
八
坂
神
社　

鶴
峰
戊
申
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
後
期
の
国
学
者

　
『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』雲
山
龍
珠
和
上
著　



妙蓮寺に保管されている蓮如上人の三幅の書

■ 

開
基

　

臼
杵
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
大
田
六
郎
兵

衛
重
澄
が
著
し
た『
寺
社
考
』や
、臼
杵
藩
士

加
島
弥
平
太
英
国
の
著
し
た『
温
故
年
表
録
』

に
よ
る
と
、一
乗
山
妙
蓮
寺
は
、室
町
時
代
の

文
明
年
間（
１
４
６
９
〜
１
４
８
７
）に
、豊
後

国
海
部
郡
小
佐
井
郷
里
村
の
庵
寺
の
住
人

で
あ
っ
た
木
下
小
次
郎
が
、浄
土
真
宗
に
帰

依
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

浄
土
真
宗
は
、阿
弥
陀
様
の
本
願
成
就
の

み
教
え
で
す
。本
願
成
就
と
は
、阿
弥
陀
様

が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、「
あ
な
た
を
我

が
国
に
仏
様
と
し
て
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ら
、我
も
決
し
て
阿
弥
陀
仏
と

は
成
ら
な
い
」と
い
う
誓
願（
衆
生
往
生
か
け

も
の
の
御
本
願
）が
、法
蔵
菩
薩
の
永
く
果
て

し
な
い
ご
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
で
、

す
で
に
私
達
が
気
づ
く
よ
り
も
、お
願
い
す

る
よ
り
も
先
に
、全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

命
の
う
え
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
我
に
ま
か

せ
よ
必
ず
救
う
）の
喚
び
声
と
な
っ
て
、い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
、ご一
緒

く
だ
さ
っ
て
あ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。す
な
わ

ち「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
す
る
こ
と

は
、救
い
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
声
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
常
に
私
達
と
ご
一
緒
下
さ
る
姿
で
あ
る

と
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
す
。

　

さ
て
、小
次
郎
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

初
め
に
聞
い
た
の
は
、現
在
豊
後
大
野
市
に

あ
る
法
濤
山
明
尊
寺（
本
願
寺
第
六
代
巧

如
上
人
の
時
代
に
真
宗
寺
院
と
し
て
存
在

し
た
と
い
う
。現
在
は
お
東
の
お
寺
）で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、浄
土
真
宗
を
さ
ら
に
正
し
く
聞

き
た
い
と
決
心
し
、小
次
郎
は
京
に
上
り
ま

す
。そ
し
て
、当
時
は
京
都
の
山
科
に
あ
っ
た

御
本
山
本
願
寺
に
て
、第
八
代
宗
主
蓮
如
上

人（
１
４
１
５
〜
１
４
９
９
）に
会
っ
て
、直
接

浄
土
真
宗
の
教
化
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時

小
次
郎
は
、蓮
如
上
人
よ
り
真
筆
の
六
字
名

号「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
ご
本
尊
と
、法
名

「
宗
温
」を
賜
り
、や
が
て
豊
後
に
帰
郷
し
ま

し
た
。文
献
に
よ
れ
ば
、そ
の
後
１
５
７
３

（
元
亀
三
）年
、寺
号
を
望
み
上
京
を
試
み
ま

す
が
、途
中
播
磨
の
国（
兵
庫
県
）で
盗
難
に

会
い
、志
を
果
た
せ
ず
し
て
無
念
の
中
に
帰

郷
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、宗
温
の
年
齢
等
を

考
え
る
と
、寺
号
を
望
み
上
京
し
た
の
は
宗

温
の
子
、妙
蓮
寺
第
二
世
宗
栄
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

御
本
尊
下
附 ―

 

山
門
建
立

　

時
を
経
て
、関
ケ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、江

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
世
情
が
落
ち
着
き
を
み

せ
た
１
６
０
５（
慶
長
10
）年
５
月
、つ
い
に
第

十
二
代
宗
主
准
如
上
人（
１
５
７
７
〜
１
６
３

１
）よ
り
寺
号「
一
乗
山
妙
蓮
寺
」を
許
さ
れ
、

木
仏
の
御
本
尊
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂
は
、妙
蓮
寺
第
十
一
世
宗
正

の
時
、１
７
５
３（
宝
暦
３
）年
か
ら
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
ご
門
徒
の
日
役
と
寄
進
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。宗
正
は
そ
の
７
年
後
、

三
十
五
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
世
宗
祐
の
時
に
は
、火
事
、落
雷
、強

風
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
数
年
間
続
き
、１
７

９
２（
寛
政
３
）年
３
月
に
大
地
震
が
発
生
。

本
堂
の
大
屋
根
が
大
破
し
ま
し
た
が
、３
年

後
の
１
７
９
５（
寛
政
七
）年
に
は
上
棟
式
が

行
わ
れ
、修
復
を
終
え
て
い
ま
す
。修
復
に

あ
た
っ
た
の
は
臼
杵
の
大
匠
、山
崎
平
内
重

矩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
世
宗
仁
の
時
、妙
蓮
寺
は
御
本
山
の

余
間
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

宗
仁
は
十
九
歳
で
往
生
し
、十
六
世
宗
秀

は
二
十
九
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。二
代
続

け
て
住
職
が
若
く
し
て
往
生
し
ま
し
た
が
、

宗
秀
の
子
、宗
廓
が
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
十

七
世
を
世
襲
し
、妙
蓮
寺
を
再
興
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
山
門
は
、そ
の
宗
廓
が
１
８
４
８

（
嘉
永
元
）年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。し
か

し
、こ
れ
は
父
の
往
生
か
ら
５
年
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、宗
廓
を
支
え
た
ご
門
徒
の
妙
蓮
寺

再
興
の
力
強
い
思
い
が
威
風
堂
々
た
る
山
門

の
建
立
を
成
せ
た
こ
と
を
想
像
で
き
ま
す
。

　

山
門
は
、本
堂
の
向
拝（
本
堂
入
口
正
面
）

の
直
線
上
に
あ
り
、参
道
よ
り
山
門
を
く
ぐ

れ
ば
、す
ぐ
に
本
堂
の
中
心
に
あ
る
御
本
尊

の
阿
弥
陀
様
に
御
礼
が
で
き
る
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
門
の
彫
刻
は
見
事

で
、破
風
に
も
趣
が
あ
り
ま
す
。瓦
の
葺
き

方
に
は「
輪
違
い
」と
い
う
幾
何
学
文
様
を

呈
し
た
伝
統
工
法
の
本
葺
き
で
成
さ
れ
て
あ

り
、聞
法
の
道
場
に
人
々
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
荘
厳
な
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
宗
廓
の
時
に
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。１
８
５
４（
嘉
永
七
）年
10

月
18
日
、宗
廓
は
京
都
へ
御
本
山
参
拝
の
為

に
鶴
崎
を
出
航
し
ま
し
た
が
、19
日
の
夜
、現

在
の
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
八
島
の
沖
合
に

て
突
風
に
遭
い
、船
が
破
損
。宗
廓
は
助
か
り

ま
し
た
が
、付
き
添
い
の
僧
、遠
慶
が
往
生
し

ま
し
た
。ご
門
徒
も
同
船
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、多
く
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
葬
儀
を
12
月
３
日
、妙
蓮
寺
に

て
執
り
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■ 

十
八
代 

宗
靖

　

宗
廓
は
四
十
歳
で
往
生
し
、十
八
世
を
継

い
だ
の
が
、「
白
骨
道
人
」の
名
で
知
ら
れ
た

宗
靖
で
す
。妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
い
く
つ
か
の
お

家
に
は
、今
も
宗
靖（
雅
号
が
白
骨
）の
書
画

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
久
山
の
安
楽
寺
と
い
う
お
寺
に
お

説
教
で
招
か
れ
た
際
、偶
然
に
も
宗
靖
の
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
お
寺
の
床
の
間
に
は

「
大
心
海
」と
書
か
れ
た
書
が
今
も
大
切
に

掛
け
ら
れ
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。『
大
分
県
画
人
名
鑑
』に
は
宗
靖
の
書

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宗
靖
は
、廣
瀬
淡
窓
や
帆
足
万
里
の
一
番

弟
子
で
あ
る
米
良
倉
次
郎
東
嬌
に
師
事
し
、

佐
賀
藩
の
大
隈
重
信
や
長
州
藩
の
大
村
益

次
郎
、長
三
州
、佐
伯
藩
の
秋
月
新
太
郎
と

も
親
交
が
深
く
あ
り
ま
し
た
。廃
藩
置
県

後
に
は
明
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部

省
に
出
仕
し
、後
に
本
願
寺
の
官
僚
と
し
て

長
崎
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
視
察
な
ど
宗
務
に

邁
進
し
ま
す
が
、妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
や
母
親

の
体
調
な
ど
を
心
配
し
て
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

御
法
義
の
上
で
は
、博
多
万
行
寺
の
七
里
恒

順
和
上（
若
い
こ
ろ
中
津
に
あ
る
浄
光
寺
に

て
、浄
土
真
宗
の
教
学
を
福
沢
諭
吉
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
）に
師
事
。〝
蓮
谷
和
上
〞と

称
さ
れ
、今
で
も
様
々
な
文
献
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
宗
靖
は
、戸
次
に
あ
る
妙
正
寺
の

真
宗
大
谷
派
の
講
師（
本
願
寺
派
で
は
和
上
）

で
、中
国
布
教
の
先
駆
者
あ
っ
た
小
栗
栖
香

頂
師
と
宗
派
を
超
え
た
刎
頸
の
仲
で
し
た
。

数
年
前
、あ
る
古
書
店
で
、大
正
９
年
に
出

版
さ
れ
た『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』（
本
願

寺
派
勧
学
・
雲
山
龍
珠
和
上
著
）と
出
会
い
、

そ
こ
に
は『
病
床
閑
話
』と
い
う
題
で
二
人
の

浄
土
真
宗
の
教
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
掲
載

さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
献
に
よ
る
と
、宗
靖
は
病
床
の
香

頂
師
を
見
舞
い
に
、妙
正
寺
ま
で
馬
で
訪
ね

て
い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
５
年
に
長
崎
で
別

れ
て
以
来
の
再
会
で
、お
互
い
の
身
の
心
配
よ

り
始
ま
り
、や
が
て
会
話
は
教
学
上
の
問
答

へ
と
展
開
し
ま
す
。非
常
に
強
く
、時
に
激
し

く
問
答
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、必
ず
そ
の
出

拠
、出
典
を
明
示
し
た
上
で
の
問
答
と
な
っ

て
お
り
、宗
靖
の
教
学
研
鑽
の
深
さ
が
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。最
後
は
笑
い
あ
っ
て
、「
お

互
い
の〝
安
心
〞（
浄
土
真
宗
の
信
心
の
こ
と

で
、あ
ん
じ
ん
と
読
み
ま
す
）は
異
な
ら
ず
、

往
生
の
暁
に
は
、共
に
同
じ
阿
弥
陀
様
の
お

浄
土
で
親
鸞
聖
人
に
謁
し
よ
う
」と
誓
っ
て
、

問
答
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
酒
を
酌

ん
で
念
仏
す
、返
景
の
沈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
」と
記
さ
れ
て
あ
り
、時
代
の
変
革
期
に

奔
走
し
た
僧
侶
の
中
に
は
、深
い
教
学
研
鑽

と
仏
祖
讃
仰
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。雲
山
和
上
は
こ
れ
を
教
学
上
の「

好
資
料
」と
、高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

宗
靖
は
五
十
歳
で
往
生
し
、後
に
秋
月
新

太
郎
が
親
交
を
偲
ん
で
碑
文
を
顕
し
ま
す

が
、そ
の
碑
文
が
現
在
、妙
蓮
寺
境
内
に
建
っ

て
い
る
石
碑
で
す
。

■ 

浄
土
真
宗
に
帰
依

　

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
と
、戦
前
戦
後

を
ご
門
徒
と
共
に
乗
り
越
え
、妙
蓮
寺
は
こ

の
度
、二
十
四
世
を
数
え
ま
す
。で
は
、な
ぜ

妙
蓮
寺
の
開
基
で
あ
る
木
下
小
次
郎（
後
の

宗
温
）が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
の
か
を
、こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蓮
如
上
人
に
帰
依
す
る
ま
で
の
妙
蓮
寺

は
、天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
天
台
寺
院
は
豊
後
に
広
く
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
、そ
の
多
く
は
国
東
半
島
に

見
ら
れ
る
天
台
寺
院
の
よ
う
に
山
中
奥
深
く

に
存
在
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
世
間
か
ら

離
れ
、家（
家
族
）を
捨
て
、欲
を
棄
て
て
修

行
に
打
ち
込
む
為
で
し
た
。

　

こ
れ
を「
出
家
仏
教
」と
い
い
ま
す
。現
在

で
も
教
義
的
に
家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、す
な

わ
ち「
在
家
仏
教
」が
み
教
え
よ
り
認
め
ら
れ

る
の
は
、浄
土
真
宗
の
み
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
天
台
宗
は
、本
山
で
あ
る
比
叡
山

延
暦
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、女
人
禁

制
で
し
た
。お
寺
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
は
山
に

立
ち
入
る
こ
と
さ
え
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
明
治
５
年
ま
で
続
き
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、男
性
修
行
者
が
家
族
を
捨
て
、

欲
を
棄
て
る
為
に
女
性
は
邪
魔
に
な
る
と
い

っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、当
時
根
強
く
あ

っ
た「
女
性
蔑
視
」の
価
値
観
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
し
た
。男
性
出
家
者
の
修
行
の

為
の
女
人
禁
制
と
い
う
理
由
が
薄
弱
な
の
は
、

親
鸞
聖
人
が
お
ら
れ
た
頃
の
比
叡
山
の
天
台

僧
の
多
く
が
、（
現
在
は
滋
賀
県
の
坂
本
と
い

う
地
域
に
あ
た
る
）比
叡
山
の
麓
の
村
に
家

を
持
ち
、妻
や
子
ど
も
を
住
ま
わ
せ
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代

に
著
さ
れ
た『
沙
石
集
』に
は
、後
白
河
法
皇

の
言
葉
と
し
て
、本
来
家
族
を
持
た
な
い
は

ず
の
出
家
仏
教
者
が
結
婚
を
隠
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、「
隠
す
は
上
人　

せ
ぬ
は
仏
」と
い
う
文
も
あ
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、天
台
宗
に
は
珍
し
く
山
中
に

建
て
ら
れ
た
お
寺
で
は
な
く
、里
村
と
い
う

平
地
に
あ
り
ま
し
た
。周
囲
に
は
家
族
の
営

み
が
点
在
し
、多
く
の
老
若
男
女
が
家
業
と

し
て
田
畑
を
耕
し
、漁
を
し
、商
い
を
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、家
族
同

士
の
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、出
会
い
の
数
だ
け
死
別
の
悲
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。出
会
い
の
喜
び
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、死
別
の
苦
し
み
、悲
し

み
は
深
さ
を
増
す
と
い
っ
た
逃
れ
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
助
け
合
い
、支

え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
家
族
、老
若
男
女
、子

や
孫
た
ち
の
愁
嘆
の
声
が
、里
村
の
庵
寺
ま

で
届
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
、出
家
在
家
の
違
い
や
、男
女
の
違

い
等
に
よ
っ
て
救
い
に
区
別
、差
別
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
浄
土
真
宗
、阿
弥
陀
様
の
御
法

義
が
、聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

■ 

愛
別
離
苦

　

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、在

家
者（
家
族
や
職
業
を
持
っ
て
暮
ら
す
者
）、

そ
し
て
女
性
に
は
冷
た
い
当
時
の
仏
教
に
対

し
、「
本
来
の
姿
と
は
何
か?

」と
、疑
問
を
持

ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

幼
少
に
母
と
死
別
し
、わ
ず
か
九
歳
の
時

に
父
や
兄
弟
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、独
り
天

台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
も
の
間
、命
が
け
の
ご
修
行

を
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
で
し
た
が
、「
此
処
に

は
自
身
や
全
て
の
命
が
必
ず
救
わ
れ
て
ゆ
く

仏
道
は
な
い
」と
、山
を
下
り
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
法
然
聖
人
の
お
導
き
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
様
の
お
救
い
に
出
遇
わ
れ
、お
念
仏
申
し
、

仏
様
と
し
て
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
往
く
と
い

う
姿
を
地
域
社
会
、在
家
生
活
の
中
に
体
現

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

出
家
で
な
く
、山
中
で
な
く
、地
域
社
会

で
生
き
、家
族
を
持
っ
て
生
き
る
。こ
れ
は
、

出
会
い
と
別
れ
を
必
ず
繰
り
返
す
場
所
に

身
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た「
愛
別
離
苦
」と

い
う
人
間
の
根
本
苦
悩
は
、ま
ず
初
め
に
出

会
い
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
苦
悩
で

し
た
。親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
を「
報
恩
講
」と

名
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

は
、「
人
間
の
苦
悩
の
中
で
愛
別
離
苦
、こ
れ

も
っ
と
も
切
な
り
」と
仰
い
ま
す
。

　

そ
の
変
え
よ
う
の
な
か
っ
た
苦
し
み
と
悲

し
み
を
初
め
か
ら
目
当
て
と
し
、活
き
場
と

し
、男
女
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、出
家

在
家
を
選
ば
ず…

。願
う
よ
り
も
先
に
自
ら

立
ち
上
が
り
、涙
な
が
ら
に「
ま
か
せ
よ
、必

ず
救
う
」と
、か
か
り
き
っ
て
下
さ
る
の
が
、

阿
弥
陀
様
で
す
。こ
の
こ
と
を
生
涯
か
け
て

教
え
て
下
さ
れ
た
方
こ
そ
が
、親
鸞
聖
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

今
、私
た
ち
は
、「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る

現
場
に
身
を
置
き
ま
す
。こ
の
地
域
社
会
で
、

こ
の
家
族
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
の
先
輩
方
は
そ
の
真
只
中
に
、聞

法
の
道
場
で
あ
る
お
寺
を
建
て
ら
れ
、家
の

中
心
に
は
阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇
ま
で
安
置
し
、

ど
ん
な
困
難
な
時
代
も
お
念
仏
に
支
え
ら
れ
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
私
た
ち
の
命
は
、今
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

■ 

蓮
如
上
人
と
国
東
の
里

　

さ
て
、多
く
の
家
族
が
暮
ら
す
里
村
の
庵

寺
を
護
っ
て
い
た
小
次
郎
の
耳
に
は
、浄
土
真

宗
の
ご
法
義
と
共
に
本
願
寺
第
八
代
蓮
如

上
人
の
お
噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、幼
い
頃
に
生
き
別

れ
た
蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
は
、豊
後
の
出

身
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
御
門

主
と
成
ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
、お
母
様
を
探

さ
せ
る
た
め
に
弟
子
で
あ
る
浄
念
を
豊
後
に

派
遣
し
た
の
で
す
。浄
念
は
国
東
半
島
の
臼

野
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
、そ
こ
で
お
寺

を
建
て
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
光
徳
寺
と

い
う
お
寺
で
す
。

　

な
ぜ
臼
野
に
建
て
た
の
か
。実
は
、こ
の
地

こ
そ
が
生
き
別
れ
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
の
お

母
様
が
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
小
さ
な

墓
石
が
建
っ
て
お

り
、そ
の
お
墓
は

近
江
の
国（
滋
賀

県
）よ
り
や
っ
て

き
た
瀬
々
家（
元

は
膳
所
家
）が
代

々
護
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
瀬
々

家
の
お
仏
壇
に
は

、今
も
な
お
蓮
如

上
人
直
筆
の
六

字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す

。さ
ら
に
こ
の
地

域
は
、「
望
都
」と

言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
は〝
都

を
望
む
〞と
読
む

こ
と
が
で
き
、学

者
の
中
で
も
有
力

な
裏
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
が
豊
後
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
、九
州
に
お
い
て
い
ち
早
く
浄
土
真

宗
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
、小
次
郎
が

浄
土
真
宗
と
い
う
御
法
義
に
出
遇
う
ご
縁
に

な
り
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、様
々
な
仏
教
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
を
持
っ
て
、京
に
上
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
蓮
如
上
人
に
会
い
、ご
教
化
を
頂

い
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、蓮
如
上
人
よ
り

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
六
字
本
尊
を
数
代
頂

戴
し
た
の
で
す
。現
在
は
、大
小
三
幅
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
白
骨
章
」と
家
族
の
営
み

　

蓮
如
上
人
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

御
門
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、親
鸞
聖
人
に

な
ら
っ
て
家
族
を
持
っ
て
お
念
仏
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
持
っ
て
生
き

る
以
上
、「
愛
別
離
苦
」の
悲
し
み
、苦
し
み

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。蓮
如
上

人
は
奥
様
に
先
立
た
れ
、お
子
さ
ま
も
次
々

と
先
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。ご
自
身
が

生
き
て
い
る
間
に
、男
女
合
わ
せ
て
七
人
の
お

子
さ
ま
に
先
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
科
と
い
う
京
の
街
中
に
本
山
を
建
て
ら

れ
て
い
た
蓮
如
上
人
の
も
と
に
は
、同
じ
よ

う
に
家
族
を
持
っ
て
生
き
る
ご
門
徒
の
悲
報

が
常
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
良

く
知
る『
御
文
章
』の「
白
骨
章
」は
、蓮
如

上
人
が
七
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
御
手
紙

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
謂
れ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
話
が
あ

り
ま
す
。

　

山
科
本
願
寺
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
、

青
木
民
部
と
い
う
ご
門
徒
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
青
木
家
の一
人
娘
、清
が
十
七
歳
の
時
に

祝
言
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の

当
日
、清
が
急
死
し
た
の
で
す
。原
因
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。突
然
の
こ
と
に
驚
き
、嘆

き
苦
し
ん
だ
ご
両
親
は
、初
七
日
を
待
た
ず

し
て
二
人
と
も
命
を
終
え
て
い
か
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
蓮
如
上

人
は
、涙
な
が
ら
に
筆
を
と
り「
白
骨
章
」を

書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。蓮

如
上
人
は
、こ
の
時
す
で
に
ご
自
身
の
お
子

さ
ま
５
人
を
見
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、こ
の
話
を
蓮
如
上
人
か
ら
直

接
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。蓮
如
上
人
や
ご
門

徒
の
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
、躍
動
す
る
阿

弥
陀
様
の
お
慈
悲
の
あ
り
だ
け
を
感
じ
取
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
弥
陀
様
の
救
い
の
願
い
と
、は
た
ら
き
の

前
に
は
、老
若
男
女
、出
家
在
家
、仕
事
な
ど

の
区
別
・
差
別
は
な
い
と
い
う
、親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
聞
き
、い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
命

尽
き
よ
う
と
も
、平
生
よ
り
ご一
緒
く
だ
さ
る

阿
弥
陀
様
に
い
だ
か
れ
て
、お
浄
土
に
仏
様

と
し
て
生
ま
れ
往
く
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お

法
に
、き
っ
と
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、豊
後
に
帰
っ
て
き

た
小
次
郎
は
、出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
が
初
め
か
ら
決
定
し
て
い
る
現
場
、即

ち「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る
現
場
で
あ
る
家

族
の
営
み
の
中
に
、阿
弥
陀
様
の
お
法
を
聞

く
道
場
と
し
て
お
寺
を
再
出
発
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
が
浄
土
真
宗
と
し
て
の
妙
蓮
寺
の
始

ま
り
で
す
。

■ 

ご
門
徒
に
伝
わ
る『
御
文
章
』

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、妙
蓮
寺
の
ご
門

徒
は
蓮
如
上
人
の
お
手
紙
を
集
め
て
編
集

さ
れ
た『
御
文
章
』を
代
々
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。本
願
寺
は
御
門
主
が
代
わ
る
際
に
、

そ
の
名
を
記
し
た
御
文
章
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、特
に
印
刷
技
術
が
発
達
し
た
第
十
四

代
寂
如
上
人（
１
６
５
１
〜
１
７
２
５
）の
頃

に
は
、全
国
の
ご
門
徒
に『
御
文
章
』が
広
ま

り
ま
し
た
。

　

妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
の
中
に
は
、こ
の
寂
如

上
人
の
名
が
記
さ
れ
た
御
文
章
が
、今
で
も

比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、一
代
前

の
第
十
三
代
良
如
上
人（
１
６
１
３
〜
１
６

６
２
）や
二
代
前
の
第
十
二
代
准
如
上
人
の

御
文
章
も
、僅
か
で
す
が
妙
蓮
寺
ご
門
徒
宅

に
存
在
し
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、大
変
貴
重
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
ご

先
祖
方
は
室
町
時
代
よ
り
始
ま
り
、江
戸
時

代
の
初
期
に
は
す
で
に
御
文
章
を
京
都
の
御

本
山
よ
り
拝
受
さ
れ
、お
念
仏
に
生
き
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。御
文

章
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、当
時
す
で

に
家
族
の
中
心
に
は
、阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇

が
安
置
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

室
町
時
代
よ
り
約
５
５
０
年
、い
っ
た
い
何

人
も
の
方
々
が
お
仏
壇
の
前
で
結
婚
式
を
あ

げ
、子
や
孫
の
誕
生
を
慶
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、ど
れ
ほ
ど
の
方
々
が
お
仏
壇
の
あ

る
家
で
歳
を
重
ね
、阿
弥
陀
様
の
前
で
看
取

り
が
行
わ
れ
、涙
な
が
ら
に
も
両
手
を
合
わ

せ
、葬
儀
や
法
事
を
営
ま
れ
て
来
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
出
会
い
か
ら
、命
尽
き
る
最
後
の

最
後
ま
で
、一
貫
し
て
阿
弥
陀
様
の
前
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、ご
先
祖
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

■ 

「
誓
願
一
仏
乗
」

　

こ
こ
で
、一
乗
山
妙
蓮
寺
と
い
う
名
前
の
い

わ
れ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
山
号「
一
乗
山
」の「
一
乗
」は
、仏

教
全
般
に
お
い
て
最
も
重
要
な
言
葉
の
ひ
と

つ
で
す
。「
一
」は
唯
一
無
二
、「
乗
」は
乗
物
の

意
で
、全
て
の
者
が
迷
い
の
六
道
を
離
れ
、仏

様
と
成
ら
せ
て
頂
く
、た
っ
た
ひ
と
つ
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の「
あ
な
た
を
仏
様
と

し
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
、我
も
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
」と

誓
わ
れ
た
、ご
本
願
が
成
就
し
た
証
拠「
南

無
阿
弥
陀
仏
」で
す
。そ
れ
は「
我
に
ま
か
せ

よ
、必
ず
救
う
」と
い
う
阿
弥
陀
様
の
お
喚
び

声
と
な
っ
て
今
こ
こ
に
届
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
親
鸞
聖
人
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
阿
弥
陀
様
の
大
き
な
船
に
譬
え
ら
れ
て
い

ま
す
。晩
年
の
ご
和
讃
に
は
、

「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

大
願
の
ふ
ね
に
乗
じ

て
ぞ　

生
死
の
う
み
に
う
か
み
つ
つ　

有
情

を
よ
ば
う
て
の
せ
た
ま
ふ
」

　

と
、お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。つ
ま
り「
南

無
阿
弥
陀
仏
」が
私
た
ち
が
必
ず
仏
様
と
し

て
生
ま
れ
往
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
乗
り

物
、「
一
乗
」な
の
で
す
。

　

天
台
宗
の
根
本
理
念
も「
一
乗
思
想
」で
す

が
、当
時
の
天
台
宗
は
貴
族
や
位
の
高
い
武

士
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、在
家
や
女
性
に
は

冷
た
い
も
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
に
深
い
悩
み

と
矛
盾
を
抱
か
れ
て
い
た
親
鸞
聖
人
は
、20

年
に
わ
た
っ
て
命
が
け
の
修
行
に
打
ち
込
ん

で
き
た
天
台
宗
比
叡
山
を
下
り
、阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
に
生
き
、家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、

浄
土
真
宗
を
歩
ま
れ
た
の
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
、お
念
仏
の
お
救
い
を「
誓

願
一
仏
乗
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。仏
様
の
救

い
を
顕
す「
一
乗
」と
は
、阿
弥
陀
様
の
ご
本

願
が
成
就
し
た
姿
で
あ
る
名
号「
南
無
阿
弥

陀
仏
」に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と…

。

■ 

白
蓮
華
の
如
く

　

親
鸞
聖
人
の
歩
み
は
、天
台
宗
か
ら
浄
土

真
宗
に
帰
し
た
妙
蓮
寺
の
歴
史
と
重
な
り

ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の「
妙
」と
は
経
典
の
言
葉
で
、

「
こ
の
上
な
い
最
高
の
」「
不
可
思
議
な
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、他
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
と
し
て
仏
教
で
は
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
蓮
」は
阿
弥
陀
様
の
願
い
と
、は

た
ら
き
を
顕
し
て
い
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

『
維
摩
経
』を
引
用
さ
れ
、「
蓮
」の
お
い
わ
れ

を
、次
の
よ
う
に
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮
を
生
ぜ
ず
。卑
湿
の

淤
泥
に
蓮
華
を
生
ず
と
。こ
れ
は
凡
夫
、煩

悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、仏
の
正
覚
の
華

を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
」

　

蓮
は
泥
に
は
染
ま
ら
ず
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
根
っ
こ
は
ど
こ
に

宿
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、必
ず
泥
の
中
に

命
の
根
を
張
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
の
場
所

と
は
、清
く
正
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
に
用
事

が
あ
る
の
で
は
な
く
、煩
悩
と
い
う
自
己
中

心
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、地
域
社

会
、家
族
の
中
に
生
き
、仕
事
を
し
、出
会
い

と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
は
慟
哭
す
る
、私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
、ど
ろ
ど
ろ
と
し
た

真
っ
暗
な
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
示
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

即
ち
、今
私
達
が
称
え
る
お
念
仏
の一
声
一

声
と
は
、阿
弥
陀
様
そ
の
も
の
な
の
で
す
。こ

の
真
っ
暗
な
心
中
深
く
に
宿
っ
て
、一
声
一
声

「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
と
な
っ
て
顕
れ

出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
の一つ『
観
無
量
寿

経
』に
は
、お
釈
迦
様（
親
鸞
聖
人
は
無
量
の

仏
様
方
も
含
ま
れ
る
）の
言
葉
と
し
て
、

「
も
し
念
仏
せ
ん
者
、ま
さ
に
知
る
べ
し
、こ
の

人
は
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
陀
利
華
」と
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で

あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」

の
音
写
語
で
あ
り
、白
蓮
華
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
が
親
し
い『
正
信
偈
』に
、親
鸞
聖
人

は
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、如
来
の
弘
誓
願
を
聞

信
す
れ
ば
、仏（
お
釈
迦
様
と
無
量
の
仏
様

方
）、広
大
勝
解
の
も
の
と
の
た
ま
へ
り
。こ
の

人
を
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
の
中
で
、悲
し

み
や
苦
し
み
は
変
わ
ら
ね
ど
も
、そ
の
中
に
こ

そ
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
き
、お
念
仏
申

し
て
精
一
杯
に
生
き
る
私
た
ち
を
、お
釈
迦

様
を
は
じ
め
無
量
の
仏
様
方
は
、「
あ
な
た
は

白
く
て
美
し
い
白
蓮
華
の
よ
う
な
方
で
あ
り

ま
す
」と
お
誉
め
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
し
て
５
５
０
年
、ち
ょ
う
ど

泥
中
に
咲
く
白
蓮
華
の
如
く
、私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、生
老
病
死
、愛
別
離
苦
と
いっ
た
苦
悩

の
現
場
の
真
只
中
に
お
寺
を
建
て
、家
族
の
中

心
に
お
仏
壇
を
安
置
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
へ
帰
依
し
、江
戸
時

代
の
初
め
に
は
そ
の
お
寺
を「
一乗
山 

妙
蓮
寺
」

と
名
告
り
、ご
門
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
の
お
い
わ
れ
、お
念
仏
の

お
い
わ
れ
を
聞
く「
聞
法
の
道
場
」と
し
て
、今

日
ま
で
お
寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、妙
蓮
寺
は
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、お
寺
か
ら
離
れ
た
臼
杵（
松
ケ
岳
・ 

佐
志
生
）、家
島
と
い
っ
た
地
域
に
ご
門
徒
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

臼
杵
に
あ
る
佐
志
生
の
ご
門
徒
は
、暮
ら

し
の
中
心
に
、も
っ
と
身
近
に
阿
弥
陀
様
の
お

話
が
聞
き
た
い
と
願
わ
れ
、妙
蓮
寺
の
支
坊

と
し
て
説
教
所
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初

は
佐
志
生
の
藤
田
地
区
に
あ
っ
た
説
教
所
は
、

明
治
31
年
３
月
、篤
信
の
ご
門
徒
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
目
明
地
区
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
毎
月
10
日
に
は
法
座
が
開
か
れ
、お
彼

岸
、報
恩
講
の
御
法
座
に
、佐
志
生
の
ご
門
徒

方
の
お
参
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■ 

法
灯
を
護
る

　

お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、と
て
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
御
法
座
の
数
も
、参
拝
者
も
、

残
念
な
が
ら
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。ご
門

徒
も
、お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
が
都
会
な
ど

で
遠
く
離
れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、独
り
暮
ら
し

の
ご
門
徒
宅
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
毎
月
毎
月
、暑
い
日
も
寒
い
日
も

お
仏
壇
を
丁
寧
に
お
荘
厳
し
、一
緒
に
お
勤
め

を
さ
れ
る
ご
門
徒
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

法
座
ご
と
に
お
寺
に
足
を
運
び
、熱
心
に
阿
弥

陀
様
の
御
法
り
を
お
聴
聞
く
だ
さ
り
、嬉
し

い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
、な
ん

ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
申
さ
れ
て
い
る
ご
門

徒
も
、沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
に
行
っ
て
い
る
一
泊
の
子
ど
も
会

（
夏
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）で
は
、妙
蓮
寺
の
仏
教

婦
人
会
や
仏
教
壮
年
会
の
ご
門
徒
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、毎
年
30
〜

50
人
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
本
堂
に
集
ま
り
ま

す
。子
ど
も
達
は
手
を
合
わ
せ
て
お
経
や
お

念
仏
を
称
え
、阿
弥
陀
様
の
お
話
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
堂
で
寝
泊
ま
り

を
し
て
、食
前
食
後
の
言
葉
を
唱
和
し
て
食

事
を
い
た
だ
き
、お
風
呂
や
人
形
劇
、流
し
そ

う
め
ん
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し

て
、学
校
を
超
え
た
友
達
の
輪
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
若
い
方
も
、お
子
さ
ま
と
の
死
別

や
様
々
に
起
こ
り
得
る
人
生
の
悲
し
み
、苦

し
み
、悔
し
さ
を
通
し
て
お
念
仏
申
し
、阿

弥
陀
様
の
お
話
を
聞
い
て
涙
し
て
く
だ
さ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。死
別
の
悲

し
み
だ
け
で
な
く
、子
や
孫
が
誕
生
し
た
、入

学
や
卒
業
を
し
た
、成
人
し
た
、結
婚
し
た

と
言
っ
て
は
、お
仏
壇
の
お
花
を
入
れ
替
え
、

お
灯
り
と
お
香
、そ
し
て
お
仏
飯
を
お
供
え

し
て
合
掌
し
、お
念
仏
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る

ご
門
徒
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
合
わ
さ
れ
た
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
両
手
に
は
、そ
し
て
お
念
仏
の一
声
一
声
に

は
、阿
弥
陀
様
、お
釈
迦
様
や
無
量
の
仏
様
方
、

親
鸞
聖
人
、蓮
如
上
人
、さ
ら
に
は
代
々
の
住

職
や
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
願
い
の
全
て
が
集
約

さ
れ
、顕
れ
出
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
、お
念
仏

申
し
、法
灯
を
護
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、も
っ
と
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
は
こ
れ
ほ
ど
に
致

し
ま
す
。平

成
二
十
九
年
一
月
十
六
日　
　
　

  

（
親
鸞
聖
人
御
命
日
）

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
加
筆
修
正
）

文
責 

妙
蓮
寺
住
職　

蓮
谷 

啓
介（
釋 

啓
生
）

【
参
考
】

　
『
妙
蓮
寺
山
門
過
去
帳
』

　
『
木
仏
之
留 

御
影
様
之
留
』『
西
光
寺
古
記
』『
豊
後
国
諸
記
上
』

　

本
願
寺
資
料
集
成

　
『
松
林
山
端
坊
の
歴
史
』 

山
口
県
萩
市
端
坊
編

　
『
寺
社
考
』寛
保
元（
1
7
4
1
）年
二
月
、

　
　
　
　
　

 

臼
杵
藩
士　

大
田 

六
郎
兵
衛 

重
澄
著

　
『
温
故
年
表
録
』 

臼
杵
藩
士　

加
島 

弥
平
太
英
国
著

　
『
豊
後
国
志
』 

岡
藩
士 

唐
橋 

世
済
編
纂

　
『
臼
杵
小
鑑
大
全
』臼
杵
城
下
八
坂
神
社　

鶴
峰
戊
申
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
後
期
の
国
学
者

　
『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』雲
山
龍
珠
和
上
著　

も  

と



■ 

開
基

　

臼
杵
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
大
田
六
郎
兵

衛
重
澄
が
著
し
た『
寺
社
考
』や
、臼
杵
藩
士

加
島
弥
平
太
英
国
の
著
し
た『
温
故
年
表
録
』

に
よ
る
と
、一
乗
山
妙
蓮
寺
は
、室
町
時
代
の

文
明
年
間（
１
４
６
９
〜
１
４
８
７
）に
、豊
後

国
海
部
郡
小
佐
井
郷
里
村
の
庵
寺
の
住
人

で
あ
っ
た
木
下
小
次
郎
が
、浄
土
真
宗
に
帰

依
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

浄
土
真
宗
は
、阿
弥
陀
様
の
本
願
成
就
の

み
教
え
で
す
。本
願
成
就
と
は
、阿
弥
陀
様

が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、「
あ
な
た
を
我

が
国
に
仏
様
と
し
て
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ら
、我
も
決
し
て
阿
弥
陀
仏
と

は
成
ら
な
い
」と
い
う
誓
願（
衆
生
往
生
か
け

も
の
の
御
本
願
）が
、法
蔵
菩
薩
の
永
く
果
て

し
な
い
ご
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
で
、

す
で
に
私
達
が
気
づ
く
よ
り
も
、お
願
い
す

る
よ
り
も
先
に
、全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

命
の
う
え
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
我
に
ま
か

せ
よ
必
ず
救
う
）の
喚
び
声
と
な
っ
て
、い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
、ご一
緒

く
だ
さ
っ
て
あ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。す
な
わ

ち「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
す
る
こ
と

は
、救
い
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
声
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
常
に
私
達
と
ご
一
緒
下
さ
る
姿
で
あ
る

と
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
す
。

　

さ
て
、小
次
郎
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

初
め
に
聞
い
た
の
は
、現
在
豊
後
大
野
市
に

あ
る
法
濤
山
明
尊
寺（
本
願
寺
第
六
代
巧

如
上
人
の
時
代
に
真
宗
寺
院
と
し
て
存
在

し
た
と
い
う
。現
在
は
お
東
の
お
寺
）で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、浄
土
真
宗
を
さ
ら
に
正
し
く
聞

き
た
い
と
決
心
し
、小
次
郎
は
京
に
上
り
ま

す
。そ
し
て
、当
時
は
京
都
の
山
科
に
あ
っ
た

御
本
山
本
願
寺
に
て
、第
八
代
宗
主
蓮
如
上

人（
１
４
１
５
〜
１
４
９
９
）に
会
っ
て
、直
接

浄
土
真
宗
の
教
化
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時

小
次
郎
は
、蓮
如
上
人
よ
り
真
筆
の
六
字
名

号「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
ご
本
尊
と
、法
名

「
宗
温
」を
賜
り
、や
が
て
豊
後
に
帰
郷
し
ま

し
た
。文
献
に
よ
れ
ば
、そ
の
後
１
５
７
３

（
元
亀
三
）年
、寺
号
を
望
み
上
京
を
試
み
ま

す
が
、途
中
播
磨
の
国（
兵
庫
県
）で
盗
難
に

会
い
、志
を
果
た
せ
ず
し
て
無
念
の
中
に
帰

郷
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、宗
温
の
年
齢
等
を

考
え
る
と
、寺
号
を
望
み
上
京
し
た
の
は
宗

温
の
子
、妙
蓮
寺
第
二
世
宗
栄
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

御
本
尊
下
附 ―

 

山
門
建
立

　

時
を
経
て
、関
ケ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、江

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
世
情
が
落
ち
着
き
を
み

せ
た
１
６
０
５（
慶
長
10
）年
５
月
、つ
い
に
第

十
二
代
宗
主
准
如
上
人（
１
５
７
７
〜
１
６
３

１
）よ
り
寺
号「
一
乗
山
妙
蓮
寺
」を
許
さ
れ
、

木
仏
の
御
本
尊
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂
は
、妙
蓮
寺
第
十
一
世
宗
正

の
時
、１
７
５
３（
宝
暦
３
）年
か
ら
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
ご
門
徒
の
日
役
と
寄
進
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。宗
正
は
そ
の
７
年
後
、

三
十
五
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
世
宗
祐
の
時
に
は
、火
事
、落
雷
、強

風
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
数
年
間
続
き
、１
７

９
２（
寛
政
３
）年
３
月
に
大
地
震
が
発
生
。

本
堂
の
大
屋
根
が
大
破
し
ま
し
た
が
、３
年

後
の
１
７
９
５（
寛
政
七
）年
に
は
上
棟
式
が

行
わ
れ
、修
復
を
終
え
て
い
ま
す
。修
復
に

あ
た
っ
た
の
は
臼
杵
の
大
匠
、山
崎
平
内
重

矩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
世
宗
仁
の
時
、妙
蓮
寺
は
御
本
山
の

余
間
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

宗
仁
は
十
九
歳
で
往
生
し
、十
六
世
宗
秀

は
二
十
九
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。二
代
続

け
て
住
職
が
若
く
し
て
往
生
し
ま
し
た
が
、

宗
秀
の
子
、宗
廓
が
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
十

七
世
を
世
襲
し
、妙
蓮
寺
を
再
興
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
山
門
は
、そ
の
宗
廓
が
１
８
４
８

（
嘉
永
元
）年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。し
か

し
、こ
れ
は
父
の
往
生
か
ら
５
年
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、宗
廓
を
支
え
た
ご
門
徒
の
妙
蓮
寺

再
興
の
力
強
い
思
い
が
威
風
堂
々
た
る
山
門

の
建
立
を
成
せ
た
こ
と
を
想
像
で
き
ま
す
。

　

山
門
は
、本
堂
の
向
拝（
本
堂
入
口
正
面
）

の
直
線
上
に
あ
り
、参
道
よ
り
山
門
を
く
ぐ

れ
ば
、す
ぐ
に
本
堂
の
中
心
に
あ
る
御
本
尊

の
阿
弥
陀
様
に
御
礼
が
で
き
る
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
門
の
彫
刻
は
見
事

で
、破
風
に
も
趣
が
あ
り
ま
す
。瓦
の
葺
き

方
に
は「
輪
違
い
」と
い
う
幾
何
学
文
様
を

呈
し
た
伝
統
工
法
の
本
葺
き
で
成
さ
れ
て
あ

り
、聞
法
の
道
場
に
人
々
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
荘
厳
な
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
宗
廓
の
時
に
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。１
８
５
４（
嘉
永
七
）年
10

月
18
日
、宗
廓
は
京
都
へ
御
本
山
参
拝
の
為

に
鶴
崎
を
出
航
し
ま
し
た
が
、19
日
の
夜
、現

在
の
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
八
島
の
沖
合
に

て
突
風
に
遭
い
、船
が
破
損
。宗
廓
は
助
か
り

ま
し
た
が
、付
き
添
い
の
僧
、遠
慶
が
往
生
し

ま
し
た
。ご
門
徒
も
同
船
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、多
く
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
葬
儀
を
12
月
３
日
、妙
蓮
寺
に

て
執
り
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■ 

十
八
代 

宗
靖

　

宗
廓
は
四
十
歳
で
往
生
し
、十
八
世
を
継

い
だ
の
が
、「
白
骨
道
人
」の
名
で
知
ら
れ
た

宗
靖
で
す
。妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
い
く
つ
か
の
お

家
に
は
、今
も
宗
靖（
雅
号
が
白
骨
）の
書
画

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
久
山
の
安
楽
寺
と
い
う
お
寺
に
お

説
教
で
招
か
れ
た
際
、偶
然
に
も
宗
靖
の
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
お
寺
の
床
の
間
に
は

「
大
心
海
」と
書
か
れ
た
書
が
今
も
大
切
に

掛
け
ら
れ
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。『
大
分
県
画
人
名
鑑
』に
は
宗
靖
の
書

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宗
靖
は
、廣
瀬
淡
窓
や
帆
足
万
里
の
一
番

弟
子
で
あ
る
米
良
倉
次
郎
東
嬌
に
師
事
し
、

佐
賀
藩
の
大
隈
重
信
や
長
州
藩
の
大
村
益

次
郎
、長
三
州
、佐
伯
藩
の
秋
月
新
太
郎
と

も
親
交
が
深
く
あ
り
ま
し
た
。廃
藩
置
県

後
に
は
明
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部

省
に
出
仕
し
、後
に
本
願
寺
の
官
僚
と
し
て

長
崎
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
視
察
な
ど
宗
務
に

邁
進
し
ま
す
が
、妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
や
母
親

の
体
調
な
ど
を
心
配
し
て
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

御
法
義
の
上
で
は
、博
多
万
行
寺
の
七
里
恒

順
和
上（
若
い
こ
ろ
中
津
に
あ
る
浄
光
寺
に

て
、浄
土
真
宗
の
教
学
を
福
沢
諭
吉
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
）に
師
事
。〝
蓮
谷
和
上
〞と

称
さ
れ
、今
で
も
様
々
な
文
献
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
宗
靖
は
、戸
次
に
あ
る
妙
正
寺
の

真
宗
大
谷
派
の
講
師（
本
願
寺
派
で
は
和
上
）

で
、中
国
布
教
の
先
駆
者
あ
っ
た
小
栗
栖
香

頂
師
と
宗
派
を
超
え
た
刎
頸
の
仲
で
し
た
。

数
年
前
、あ
る
古
書
店
で
、大
正
９
年
に
出

版
さ
れ
た『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』（
本
願

寺
派
勧
学
・
雲
山
龍
珠
和
上
著
）と
出
会
い
、

そ
こ
に
は『
病
床
閑
話
』と
い
う
題
で
二
人
の

浄
土
真
宗
の
教
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
掲
載

さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
献
に
よ
る
と
、宗
靖
は
病
床
の
香

頂
師
を
見
舞
い
に
、妙
正
寺
ま
で
馬
で
訪
ね

て
い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
５
年
に
長
崎
で
別

れ
て
以
来
の
再
会
で
、お
互
い
の
身
の
心
配
よ

り
始
ま
り
、や
が
て
会
話
は
教
学
上
の
問
答

へ
と
展
開
し
ま
す
。非
常
に
強
く
、時
に
激
し

く
問
答
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、必
ず
そ
の
出

拠
、出
典
を
明
示
し
た
上
で
の
問
答
と
な
っ

て
お
り
、宗
靖
の
教
学
研
鑽
の
深
さ
が
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。最
後
は
笑
い
あ
っ
て
、「
お

互
い
の〝
安
心
〞（
浄
土
真
宗
の
信
心
の
こ
と

で
、あ
ん
じ
ん
と
読
み
ま
す
）は
異
な
ら
ず
、

往
生
の
暁
に
は
、共
に
同
じ
阿
弥
陀
様
の
お

浄
土
で
親
鸞
聖
人
に
謁
し
よ
う
」と
誓
っ
て
、

問
答
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
酒
を
酌

ん
で
念
仏
す
、返
景
の
沈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
」と
記
さ
れ
て
あ
り
、時
代
の
変
革
期
に

奔
走
し
た
僧
侶
の
中
に
は
、深
い
教
学
研
鑽

と
仏
祖
讃
仰
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。雲
山
和
上
は
こ
れ
を
教
学
上
の「

好
資
料
」と
、高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

宗
靖
は
五
十
歳
で
往
生
し
、後
に
秋
月
新

太
郎
が
親
交
を
偲
ん
で
碑
文
を
顕
し
ま
す

が
、そ
の
碑
文
が
現
在
、妙
蓮
寺
境
内
に
建
っ

て
い
る
石
碑
で
す
。

■ 

浄
土
真
宗
に
帰
依

　

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
と
、戦
前
戦
後

を
ご
門
徒
と
共
に
乗
り
越
え
、妙
蓮
寺
は
こ

の
度
、二
十
四
世
を
数
え
ま
す
。で
は
、な
ぜ

妙
蓮
寺
の
開
基
で
あ
る
木
下
小
次
郎（
後
の

宗
温
）が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
の
か
を
、こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蓮
如
上
人
に
帰
依
す
る
ま
で
の
妙
蓮
寺

は
、天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
天
台
寺
院
は
豊
後
に
広
く
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
、そ
の
多
く
は
国
東
半
島
に

見
ら
れ
る
天
台
寺
院
の
よ
う
に
山
中
奥
深
く

に
存
在
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
世
間
か
ら

離
れ
、家（
家
族
）を
捨
て
、欲
を
棄
て
て
修

行
に
打
ち
込
む
為
で
し
た
。

　

こ
れ
を「
出
家
仏
教
」と
い
い
ま
す
。現
在

で
も
教
義
的
に
家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、す
な

わ
ち「
在
家
仏
教
」が
み
教
え
よ
り
認
め
ら
れ

る
の
は
、浄
土
真
宗
の
み
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
天
台
宗
は
、本
山
で
あ
る
比
叡
山

延
暦
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、女
人
禁

制
で
し
た
。お
寺
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
は
山
に

立
ち
入
る
こ
と
さ
え
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
明
治
５
年
ま
で
続
き
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、男
性
修
行
者
が
家
族
を
捨
て
、

欲
を
棄
て
る
為
に
女
性
は
邪
魔
に
な
る
と
い

っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、当
時
根
強
く
あ

っ
た「
女
性
蔑
視
」の
価
値
観
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
し
た
。男
性
出
家
者
の
修
行
の

為
の
女
人
禁
制
と
い
う
理
由
が
薄
弱
な
の
は
、

親
鸞
聖
人
が
お
ら
れ
た
頃
の
比
叡
山
の
天
台

僧
の
多
く
が
、（
現
在
は
滋
賀
県
の
坂
本
と
い

う
地
域
に
あ
た
る
）比
叡
山
の
麓
の
村
に
家

を
持
ち
、妻
や
子
ど
も
を
住
ま
わ
せ
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代

に
著
さ
れ
た『
沙
石
集
』に
は
、後
白
河
法
皇

の
言
葉
と
し
て
、本
来
家
族
を
持
た
な
い
は

ず
の
出
家
仏
教
者
が
結
婚
を
隠
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、「
隠
す
は
上
人　

せ
ぬ
は
仏
」と
い
う
文
も
あ
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、天
台
宗
に
は
珍
し
く
山
中
に

建
て
ら
れ
た
お
寺
で
は
な
く
、里
村
と
い
う

平
地
に
あ
り
ま
し
た
。周
囲
に
は
家
族
の
営

み
が
点
在
し
、多
く
の
老
若
男
女
が
家
業
と

し
て
田
畑
を
耕
し
、漁
を
し
、商
い
を
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、家
族
同

士
の
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、出
会
い
の
数
だ
け
死
別
の
悲
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。出
会
い
の
喜
び
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、死
別
の
苦
し
み
、悲
し

み
は
深
さ
を
増
す
と
い
っ
た
逃
れ
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
助
け
合
い
、支

え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
家
族
、老
若
男
女
、子

や
孫
た
ち
の
愁
嘆
の
声
が
、里
村
の
庵
寺
ま

で
届
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
、出
家
在
家
の
違
い
や
、男
女
の
違

い
等
に
よ
っ
て
救
い
に
区
別
、差
別
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
浄
土
真
宗
、阿
弥
陀
様
の
御
法

義
が
、聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

■ 

愛
別
離
苦

　

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、在

家
者（
家
族
や
職
業
を
持
っ
て
暮
ら
す
者
）、

そ
し
て
女
性
に
は
冷
た
い
当
時
の
仏
教
に
対

し
、「
本
来
の
姿
と
は
何
か?

」と
、疑
問
を
持

ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

幼
少
に
母
と
死
別
し
、わ
ず
か
九
歳
の
時

に
父
や
兄
弟
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、独
り
天

台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
も
の
間
、命
が
け
の
ご
修
行

を
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
で
し
た
が
、「
此
処
に

は
自
身
や
全
て
の
命
が
必
ず
救
わ
れ
て
ゆ
く

仏
道
は
な
い
」と
、山
を
下
り
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
法
然
聖
人
の
お
導
き
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
様
の
お
救
い
に
出
遇
わ
れ
、お
念
仏
申
し
、

仏
様
と
し
て
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
往
く
と
い

う
姿
を
地
域
社
会
、在
家
生
活
の
中
に
体
現

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

出
家
で
な
く
、山
中
で
な
く
、地
域
社
会

で
生
き
、家
族
を
持
っ
て
生
き
る
。こ
れ
は
、

出
会
い
と
別
れ
を
必
ず
繰
り
返
す
場
所
に

身
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た「
愛
別
離
苦
」と

い
う
人
間
の
根
本
苦
悩
は
、ま
ず
初
め
に
出

会
い
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
苦
悩
で

し
た
。親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
を「
報
恩
講
」と

名
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

は
、「
人
間
の
苦
悩
の
中
で
愛
別
離
苦
、こ
れ

も
っ
と
も
切
な
り
」と
仰
い
ま
す
。

　

そ
の
変
え
よ
う
の
な
か
っ
た
苦
し
み
と
悲

し
み
を
初
め
か
ら
目
当
て
と
し
、活
き
場
と

し
、男
女
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、出
家

在
家
を
選
ば
ず…

。願
う
よ
り
も
先
に
自
ら

立
ち
上
が
り
、涙
な
が
ら
に「
ま
か
せ
よ
、必

ず
救
う
」と
、か
か
り
き
っ
て
下
さ
る
の
が
、

阿
弥
陀
様
で
す
。こ
の
こ
と
を
生
涯
か
け
て

教
え
て
下
さ
れ
た
方
こ
そ
が
、親
鸞
聖
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

今
、私
た
ち
は
、「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る

現
場
に
身
を
置
き
ま
す
。こ
の
地
域
社
会
で
、

こ
の
家
族
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
の
先
輩
方
は
そ
の
真
只
中
に
、聞

法
の
道
場
で
あ
る
お
寺
を
建
て
ら
れ
、家
の

中
心
に
は
阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇
ま
で
安
置
し
、

ど
ん
な
困
難
な
時
代
も
お
念
仏
に
支
え
ら
れ
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
私
た
ち
の
命
は
、今
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

■ 

蓮
如
上
人
と
国
東
の
里

　

さ
て
、多
く
の
家
族
が
暮
ら
す
里
村
の
庵

寺
を
護
っ
て
い
た
小
次
郎
の
耳
に
は
、浄
土
真

宗
の
ご
法
義
と
共
に
本
願
寺
第
八
代
蓮
如

上
人
の
お
噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、幼
い
頃
に
生
き
別

れ
た
蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
は
、豊
後
の
出

身
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
御
門

主
と
成
ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
、お
母
様
を
探

さ
せ
る
た
め
に
弟
子
で
あ
る
浄
念
を
豊
後
に

派
遣
し
た
の
で
す
。浄
念
は
国
東
半
島
の
臼

野
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
、そ
こ
で
お
寺

を
建
て
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
光
徳
寺
と

い
う
お
寺
で
す
。

　

な
ぜ
臼
野
に
建
て
た
の
か
。実
は
、こ
の
地

こ
そ
が
生
き
別
れ
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
の
お

母
様
が
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
小
さ
な

墓
石
が
建
っ
て
お

り
、そ
の
お
墓
は

近
江
の
国（
滋
賀

県
）よ
り
や
っ
て

き
た
瀬
々
家（
元

は
膳
所
家
）が
代

々
護
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
瀬
々

家
の
お
仏
壇
に
は

、今
も
な
お
蓮
如

上
人
直
筆
の
六

字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す

。さ
ら
に
こ
の
地

域
は
、「
望
都
」と

言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
は〝
都

を
望
む
〞と
読
む

こ
と
が
で
き
、学

者
の
中
で
も
有
力

な
裏
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
が
豊
後
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
、九
州
に
お
い
て
い
ち
早
く
浄
土
真

宗
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
、小
次
郎
が

浄
土
真
宗
と
い
う
御
法
義
に
出
遇
う
ご
縁
に

な
り
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、様
々
な
仏
教
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
を
持
っ
て
、京
に
上
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
蓮
如
上
人
に
会
い
、ご
教
化
を
頂

い
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、蓮
如
上
人
よ
り

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
六
字
本
尊
を
数
代
頂

戴
し
た
の
で
す
。現
在
は
、大
小
三
幅
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
白
骨
章
」と
家
族
の
営
み

　

蓮
如
上
人
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

御
門
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、親
鸞
聖
人
に

な
ら
っ
て
家
族
を
持
っ
て
お
念
仏
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
持
っ
て
生
き

る
以
上
、「
愛
別
離
苦
」の
悲
し
み
、苦
し
み

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。蓮
如
上

人
は
奥
様
に
先
立
た
れ
、お
子
さ
ま
も
次
々

と
先
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。ご
自
身
が

生
き
て
い
る
間
に
、男
女
合
わ
せ
て
七
人
の
お

子
さ
ま
に
先
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
科
と
い
う
京
の
街
中
に
本
山
を
建
て
ら

れ
て
い
た
蓮
如
上
人
の
も
と
に
は
、同
じ
よ

う
に
家
族
を
持
っ
て
生
き
る
ご
門
徒
の
悲
報

が
常
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
良

く
知
る『
御
文
章
』の「
白
骨
章
」は
、蓮
如

上
人
が
七
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
御
手
紙

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
謂
れ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
話
が
あ

り
ま
す
。

　

山
科
本
願
寺
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
、

青
木
民
部
と
い
う
ご
門
徒
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
青
木
家
の一
人
娘
、清
が
十
七
歳
の
時
に

祝
言
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の

当
日
、清
が
急
死
し
た
の
で
す
。原
因
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。突
然
の
こ
と
に
驚
き
、嘆

き
苦
し
ん
だ
ご
両
親
は
、初
七
日
を
待
た
ず

し
て
二
人
と
も
命
を
終
え
て
い
か
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
蓮
如
上

人
は
、涙
な
が
ら
に
筆
を
と
り「
白
骨
章
」を

書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。蓮

如
上
人
は
、こ
の
時
す
で
に
ご
自
身
の
お
子

さ
ま
５
人
を
見
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、こ
の
話
を
蓮
如
上
人
か
ら
直

接
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。蓮
如
上
人
や
ご
門

徒
の
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
、躍
動
す
る
阿

弥
陀
様
の
お
慈
悲
の
あ
り
だ
け
を
感
じ
取
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
弥
陀
様
の
救
い
の
願
い
と
、は
た
ら
き
の

前
に
は
、老
若
男
女
、出
家
在
家
、仕
事
な
ど

の
区
別
・
差
別
は
な
い
と
い
う
、親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
聞
き
、い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
命

尽
き
よ
う
と
も
、平
生
よ
り
ご一
緒
く
だ
さ
る

阿
弥
陀
様
に
い
だ
か
れ
て
、お
浄
土
に
仏
様

と
し
て
生
ま
れ
往
く
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お

法
に
、き
っ
と
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、豊
後
に
帰
っ
て
き

た
小
次
郎
は
、出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
が
初
め
か
ら
決
定
し
て
い
る
現
場
、即

ち「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る
現
場
で
あ
る
家

族
の
営
み
の
中
に
、阿
弥
陀
様
の
お
法
を
聞

く
道
場
と
し
て
お
寺
を
再
出
発
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
が
浄
土
真
宗
と
し
て
の
妙
蓮
寺
の
始

ま
り
で
す
。

■ 

ご
門
徒
に
伝
わ
る『
御
文
章
』

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、妙
蓮
寺
の
ご
門

徒
は
蓮
如
上
人
の
お
手
紙
を
集
め
て
編
集

さ
れ
た『
御
文
章
』を
代
々
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。本
願
寺
は
御
門
主
が
代
わ
る
際
に
、

そ
の
名
を
記
し
た
御
文
章
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、特
に
印
刷
技
術
が
発
達
し
た
第
十
四

代
寂
如
上
人（
１
６
５
１
〜
１
７
２
５
）の
頃

に
は
、全
国
の
ご
門
徒
に『
御
文
章
』が
広
ま

り
ま
し
た
。

　

妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
の
中
に
は
、こ
の
寂
如

上
人
の
名
が
記
さ
れ
た
御
文
章
が
、今
で
も

比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、一
代
前

の
第
十
三
代
良
如
上
人（
１
６
１
３
〜
１
６

６
２
）や
二
代
前
の
第
十
二
代
准
如
上
人
の

御
文
章
も
、僅
か
で
す
が
妙
蓮
寺
ご
門
徒
宅

に
存
在
し
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、大
変
貴
重
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
ご

先
祖
方
は
室
町
時
代
よ
り
始
ま
り
、江
戸
時

代
の
初
期
に
は
す
で
に
御
文
章
を
京
都
の
御

本
山
よ
り
拝
受
さ
れ
、お
念
仏
に
生
き
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。御
文

章
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、当
時
す
で

に
家
族
の
中
心
に
は
、阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇

が
安
置
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

室
町
時
代
よ
り
約
５
５
０
年
、い
っ
た
い
何

人
も
の
方
々
が
お
仏
壇
の
前
で
結
婚
式
を
あ

げ
、子
や
孫
の
誕
生
を
慶
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、ど
れ
ほ
ど
の
方
々
が
お
仏
壇
の
あ

る
家
で
歳
を
重
ね
、阿
弥
陀
様
の
前
で
看
取

り
が
行
わ
れ
、涙
な
が
ら
に
も
両
手
を
合
わ

せ
、葬
儀
や
法
事
を
営
ま
れ
て
来
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
出
会
い
か
ら
、命
尽
き
る
最
後
の

最
後
ま
で
、一
貫
し
て
阿
弥
陀
様
の
前
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、ご
先
祖
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

■ 

「
誓
願
一
仏
乗
」

　

こ
こ
で
、一
乗
山
妙
蓮
寺
と
い
う
名
前
の
い

わ
れ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
山
号「
一
乗
山
」の「
一
乗
」は
、仏

教
全
般
に
お
い
て
最
も
重
要
な
言
葉
の
ひ
と

つ
で
す
。「
一
」は
唯
一
無
二
、「
乗
」は
乗
物
の

意
で
、全
て
の
者
が
迷
い
の
六
道
を
離
れ
、仏

様
と
成
ら
せ
て
頂
く
、た
っ
た
ひ
と
つ
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の「
あ
な
た
を
仏
様
と

し
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
、我
も
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
」と

誓
わ
れ
た
、ご
本
願
が
成
就
し
た
証
拠「
南

無
阿
弥
陀
仏
」で
す
。そ
れ
は「
我
に
ま
か
せ

よ
、必
ず
救
う
」と
い
う
阿
弥
陀
様
の
お
喚
び

声
と
な
っ
て
今
こ
こ
に
届
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
親
鸞
聖
人
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
阿
弥
陀
様
の
大
き
な
船
に
譬
え
ら
れ
て
い

ま
す
。晩
年
の
ご
和
讃
に
は
、

「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

大
願
の
ふ
ね
に
乗
じ

て
ぞ　

生
死
の
う
み
に
う
か
み
つ
つ　

有
情

を
よ
ば
う
て
の
せ
た
ま
ふ
」

　

と
、お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。つ
ま
り「
南

無
阿
弥
陀
仏
」が
私
た
ち
が
必
ず
仏
様
と
し

て
生
ま
れ
往
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
乗
り

物
、「
一
乗
」な
の
で
す
。

　

天
台
宗
の
根
本
理
念
も「
一
乗
思
想
」で
す

が
、当
時
の
天
台
宗
は
貴
族
や
位
の
高
い
武

士
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、在
家
や
女
性
に
は

冷
た
い
も
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
に
深
い
悩
み

と
矛
盾
を
抱
か
れ
て
い
た
親
鸞
聖
人
は
、20

年
に
わ
た
っ
て
命
が
け
の
修
行
に
打
ち
込
ん

で
き
た
天
台
宗
比
叡
山
を
下
り
、阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
に
生
き
、家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、

浄
土
真
宗
を
歩
ま
れ
た
の
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
、お
念
仏
の
お
救
い
を「
誓

願
一
仏
乗
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。仏
様
の
救

い
を
顕
す「
一
乗
」と
は
、阿
弥
陀
様
の
ご
本

願
が
成
就
し
た
姿
で
あ
る
名
号「
南
無
阿
弥

陀
仏
」に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と…

。

■ 
白
蓮
華
の
如
く

　

親
鸞
聖
人
の
歩
み
は
、天
台
宗
か
ら
浄
土

真
宗
に
帰
し
た
妙
蓮
寺
の
歴
史
と
重
な
り

ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の「
妙
」と
は
経
典
の
言
葉
で
、

「
こ
の
上
な
い
最
高
の
」「
不
可
思
議
な
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、他
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
と
し
て
仏
教
で
は
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
蓮
」は
阿
弥
陀
様
の
願
い
と
、は

た
ら
き
を
顕
し
て
い
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

『
維
摩
経
』を
引
用
さ
れ
、「
蓮
」の
お
い
わ
れ

を
、次
の
よ
う
に
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮
を
生
ぜ
ず
。卑
湿
の

淤
泥
に
蓮
華
を
生
ず
と
。こ
れ
は
凡
夫
、煩

悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、仏
の
正
覚
の
華

を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
」

　

蓮
は
泥
に
は
染
ま
ら
ず
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
根
っ
こ
は
ど
こ
に

宿
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、必
ず
泥
の
中
に

命
の
根
を
張
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
の
場
所

と
は
、清
く
正
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
に
用
事

が
あ
る
の
で
は
な
く
、煩
悩
と
い
う
自
己
中

心
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、地
域
社

会
、家
族
の
中
に
生
き
、仕
事
を
し
、出
会
い

と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
は
慟
哭
す
る
、私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
、ど
ろ
ど
ろ
と
し
た

真
っ
暗
な
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
示
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

即
ち
、今
私
達
が
称
え
る
お
念
仏
の一
声
一

声
と
は
、阿
弥
陀
様
そ
の
も
の
な
の
で
す
。こ

の
真
っ
暗
な
心
中
深
く
に
宿
っ
て
、一
声
一
声

「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
と
な
っ
て
顕
れ

出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
の一つ『
観
無
量
寿

経
』に
は
、お
釈
迦
様（
親
鸞
聖
人
は
無
量
の

仏
様
方
も
含
ま
れ
る
）の
言
葉
と
し
て
、

「
も
し
念
仏
せ
ん
者
、ま
さ
に
知
る
べ
し
、こ
の

人
は
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
陀
利
華
」と
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で

あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」

の
音
写
語
で
あ
り
、白
蓮
華
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
が
親
し
い『
正
信
偈
』に
、親
鸞
聖
人

は
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、如
来
の
弘
誓
願
を
聞

信
す
れ
ば
、仏（
お
釈
迦
様
と
無
量
の
仏
様

方
）、広
大
勝
解
の
も
の
と
の
た
ま
へ
り
。こ
の

人
を
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
の
中
で
、悲
し

み
や
苦
し
み
は
変
わ
ら
ね
ど
も
、そ
の
中
に
こ

そ
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
き
、お
念
仏
申

し
て
精
一
杯
に
生
き
る
私
た
ち
を
、お
釈
迦

様
を
は
じ
め
無
量
の
仏
様
方
は
、「
あ
な
た
は

白
く
て
美
し
い
白
蓮
華
の
よ
う
な
方
で
あ
り

ま
す
」と
お
誉
め
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
し
て
５
５
０
年
、ち
ょ
う
ど

泥
中
に
咲
く
白
蓮
華
の
如
く
、私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、生
老
病
死
、愛
別
離
苦
と
いっ
た
苦
悩

の
現
場
の
真
只
中
に
お
寺
を
建
て
、家
族
の
中

心
に
お
仏
壇
を
安
置
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
へ
帰
依
し
、江
戸
時

代
の
初
め
に
は
そ
の
お
寺
を「
一乗
山 

妙
蓮
寺
」

と
名
告
り
、ご
門
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
の
お
い
わ
れ
、お
念
仏
の

お
い
わ
れ
を
聞
く「
聞
法
の
道
場
」と
し
て
、今

日
ま
で
お
寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、妙
蓮
寺
は
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、お
寺
か
ら
離
れ
た
臼
杵（
松
ケ
岳
・ 

佐
志
生
）、家
島
と
い
っ
た
地
域
に
ご
門
徒
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

臼
杵
に
あ
る
佐
志
生
の
ご
門
徒
は
、暮
ら

し
の
中
心
に
、も
っ
と
身
近
に
阿
弥
陀
様
の
お

話
が
聞
き
た
い
と
願
わ
れ
、妙
蓮
寺
の
支
坊

と
し
て
説
教
所
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初

は
佐
志
生
の
藤
田
地
区
に
あ
っ
た
説
教
所
は
、

明
治
31
年
３
月
、篤
信
の
ご
門
徒
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
目
明
地
区
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
毎
月
10
日
に
は
法
座
が
開
か
れ
、お
彼

岸
、報
恩
講
の
御
法
座
に
、佐
志
生
の
ご
門
徒

方
の
お
参
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■ 

法
灯
を
護
る

　

お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、と
て
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
御
法
座
の
数
も
、参
拝
者
も
、

残
念
な
が
ら
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。ご
門

徒
も
、お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
が
都
会
な
ど

で
遠
く
離
れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、独
り
暮
ら
し

の
ご
門
徒
宅
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
毎
月
毎
月
、暑
い
日
も
寒
い
日
も

お
仏
壇
を
丁
寧
に
お
荘
厳
し
、一
緒
に
お
勤
め

を
さ
れ
る
ご
門
徒
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

法
座
ご
と
に
お
寺
に
足
を
運
び
、熱
心
に
阿
弥

陀
様
の
御
法
り
を
お
聴
聞
く
だ
さ
り
、嬉
し

い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
、な
ん

ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
申
さ
れ
て
い
る
ご
門

徒
も
、沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
に
行
っ
て
い
る
一
泊
の
子
ど
も
会

（
夏
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）で
は
、妙
蓮
寺
の
仏
教

婦
人
会
や
仏
教
壮
年
会
の
ご
門
徒
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、毎
年
30
〜

50
人
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
本
堂
に
集
ま
り
ま

す
。子
ど
も
達
は
手
を
合
わ
せ
て
お
経
や
お

念
仏
を
称
え
、阿
弥
陀
様
の
お
話
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
堂
で
寝
泊
ま
り

を
し
て
、食
前
食
後
の
言
葉
を
唱
和
し
て
食

事
を
い
た
だ
き
、お
風
呂
や
人
形
劇
、流
し
そ

う
め
ん
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し

て
、学
校
を
超
え
た
友
達
の
輪
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
若
い
方
も
、お
子
さ
ま
と
の
死
別

や
様
々
に
起
こ
り
得
る
人
生
の
悲
し
み
、苦

し
み
、悔
し
さ
を
通
し
て
お
念
仏
申
し
、阿

弥
陀
様
の
お
話
を
聞
い
て
涙
し
て
く
だ
さ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。死
別
の
悲

し
み
だ
け
で
な
く
、子
や
孫
が
誕
生
し
た
、入

学
や
卒
業
を
し
た
、成
人
し
た
、結
婚
し
た

と
言
っ
て
は
、お
仏
壇
の
お
花
を
入
れ
替
え
、

お
灯
り
と
お
香
、そ
し
て
お
仏
飯
を
お
供
え

し
て
合
掌
し
、お
念
仏
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る

ご
門
徒
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
合
わ
さ
れ
た
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
両
手
に
は
、そ
し
て
お
念
仏
の一
声
一
声
に

は
、阿
弥
陀
様
、お
釈
迦
様
や
無
量
の
仏
様
方
、

親
鸞
聖
人
、蓮
如
上
人
、さ
ら
に
は
代
々
の
住

職
や
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
願
い
の
全
て
が
集
約

さ
れ
、顕
れ
出
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
、お
念
仏

申
し
、法
灯
を
護
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、も
っ
と
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
は
こ
れ
ほ
ど
に
致

し
ま
す
。平

成
二
十
九
年
一
月
十
六
日　
　
　

  

（
親
鸞
聖
人
御
命
日
）

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
加
筆
修
正
）

文
責 

妙
蓮
寺
住
職　

蓮
谷 

啓
介（
釋 

啓
生
）

【
参
考
】

　
『
妙
蓮
寺
山
門
過
去
帳
』

　
『
木
仏
之
留 

御
影
様
之
留
』『
西
光
寺
古
記
』『
豊
後
国
諸
記
上
』

　

本
願
寺
資
料
集
成

　
『
松
林
山
端
坊
の
歴
史
』 

山
口
県
萩
市
端
坊
編

　
『
寺
社
考
』寛
保
元（
1
7
4
1
）年
二
月
、

　
　
　
　
　

 

臼
杵
藩
士　

大
田 

六
郎
兵
衛 

重
澄
著

　
『
温
故
年
表
録
』 

臼
杵
藩
士　

加
島 

弥
平
太
英
国
著

　
『
豊
後
国
志
』 

岡
藩
士 

唐
橋 

世
済
編
纂

　
『
臼
杵
小
鑑
大
全
』臼
杵
城
下
八
坂
神
社　

鶴
峰
戊
申
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
後
期
の
国
学
者

　
『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』雲
山
龍
珠
和
上
著　

ふ
ん
だ  

り 

け
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共に臼杵藩稲葉候御用大工

妙蓮寺の鐘楼

■ 

開
基

　

臼
杵
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
大
田
六
郎
兵

衛
重
澄
が
著
し
た『
寺
社
考
』や
、臼
杵
藩
士

加
島
弥
平
太
英
国
の
著
し
た『
温
故
年
表
録
』

に
よ
る
と
、一
乗
山
妙
蓮
寺
は
、室
町
時
代
の

文
明
年
間（
１
４
６
９
〜
１
４
８
７
）に
、豊
後

国
海
部
郡
小
佐
井
郷
里
村
の
庵
寺
の
住
人

で
あ
っ
た
木
下
小
次
郎
が
、浄
土
真
宗
に
帰

依
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

浄
土
真
宗
は
、阿
弥
陀
様
の
本
願
成
就
の

み
教
え
で
す
。本
願
成
就
と
は
、阿
弥
陀
様

が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、「
あ
な
た
を
我

が
国
に
仏
様
と
し
て
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ら
、我
も
決
し
て
阿
弥
陀
仏
と

は
成
ら
な
い
」と
い
う
誓
願（
衆
生
往
生
か
け

も
の
の
御
本
願
）が
、法
蔵
菩
薩
の
永
く
果
て

し
な
い
ご
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
で
、

す
で
に
私
達
が
気
づ
く
よ
り
も
、お
願
い
す

る
よ
り
も
先
に
、全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

命
の
う
え
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」（
我
に
ま
か

せ
よ
必
ず
救
う
）の
喚
び
声
と
な
っ
て
、い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、ど
ん
な
時
で
あ
っ
て
も
、ご一
緒

く
だ
さ
っ
て
あ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。す
な
わ

ち「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
す
る
こ
と

は
、救
い
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
声
の
お
念
仏
は
阿
弥
陀
様
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
常
に
私
達
と
ご
一
緒
下
さ
る
姿
で
あ
る

と
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
で
す
。

　

さ
て
、小
次
郎
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

初
め
に
聞
い
た
の
は
、現
在
豊
後
大
野
市
に

あ
る
法
濤
山
明
尊
寺（
本
願
寺
第
六
代
巧

如
上
人
の
時
代
に
真
宗
寺
院
と
し
て
存
在

し
た
と
い
う
。現
在
は
お
東
の
お
寺
）で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、浄
土
真
宗
を
さ
ら
に
正
し
く
聞

き
た
い
と
決
心
し
、小
次
郎
は
京
に
上
り
ま

す
。そ
し
て
、当
時
は
京
都
の
山
科
に
あ
っ
た

御
本
山
本
願
寺
に
て
、第
八
代
宗
主
蓮
如
上

人（
１
４
１
５
〜
１
４
９
９
）に
会
っ
て
、直
接

浄
土
真
宗
の
教
化
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
時

小
次
郎
は
、蓮
如
上
人
よ
り
真
筆
の
六
字
名

号「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
ご
本
尊
と
、法
名

「
宗
温
」を
賜
り
、や
が
て
豊
後
に
帰
郷
し
ま

し
た
。文
献
に
よ
れ
ば
、そ
の
後
１
５
７
３

（
元
亀
三
）年
、寺
号
を
望
み
上
京
を
試
み
ま

す
が
、途
中
播
磨
の
国（
兵
庫
県
）で
盗
難
に

会
い
、志
を
果
た
せ
ず
し
て
無
念
の
中
に
帰

郷
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、宗
温
の
年
齢
等
を

考
え
る
と
、寺
号
を
望
み
上
京
し
た
の
は
宗

温
の
子
、妙
蓮
寺
第
二
世
宗
栄
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

御
本
尊
下
附 ―

 

山
門
建
立

　

時
を
経
て
、関
ケ
原
の
戦
い
が
終
わ
り
、江

戸
幕
府
が
開
か
れ
て
世
情
が
落
ち
着
き
を
み

せ
た
１
６
０
５（
慶
長
10
）年
５
月
、つ
い
に
第

十
二
代
宗
主
准
如
上
人（
１
５
７
７
〜
１
６
３

１
）よ
り
寺
号「
一
乗
山
妙
蓮
寺
」を
許
さ
れ
、

木
仏
の
御
本
尊
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂
は
、妙
蓮
寺
第
十
一
世
宗
正

の
時
、１
７
５
３（
宝
暦
３
）年
か
ら
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
ご
門
徒
の
日
役
と
寄
進
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。宗
正
は
そ
の
７
年
後
、

三
十
五
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
世
宗
祐
の
時
に
は
、火
事
、落
雷
、強

風
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
数
年
間
続
き
、１
７

９
２（
寛
政
３
）年
３
月
に
大
地
震
が
発
生
。

本
堂
の
大
屋
根
が
大
破
し
ま
し
た
が
、３
年

後
の
１
７
９
５（
寛
政
七
）年
に
は
上
棟
式
が

行
わ
れ
、修
復
を
終
え
て
い
ま
す
。修
復
に

あ
た
っ
た
の
は
臼
杵
の
大
匠
、山
崎
平
内
重

矩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

十
五
世
宗
仁
の
時
、妙
蓮
寺
は
御
本
山
の

余
間
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

宗
仁
は
十
九
歳
で
往
生
し
、十
六
世
宗
秀

は
二
十
九
歳
で
往
生
し
て
い
ま
す
。二
代
続

け
て
住
職
が
若
く
し
て
往
生
し
ま
し
た
が
、

宗
秀
の
子
、宗
廓
が
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
十

七
世
を
世
襲
し
、妙
蓮
寺
を
再
興
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
山
門
は
、そ
の
宗
廓
が
１
８
４
８

（
嘉
永
元
）年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。し
か

し
、こ
れ
は
父
の
往
生
か
ら
５
年
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、宗
廓
を
支
え
た
ご
門
徒
の
妙
蓮
寺

再
興
の
力
強
い
思
い
が
威
風
堂
々
た
る
山
門

の
建
立
を
成
せ
た
こ
と
を
想
像
で
き
ま
す
。

　

山
門
は
、本
堂
の
向
拝（
本
堂
入
口
正
面
）

の
直
線
上
に
あ
り
、参
道
よ
り
山
門
を
く
ぐ

れ
ば
、す
ぐ
に
本
堂
の
中
心
に
あ
る
御
本
尊

の
阿
弥
陀
様
に
御
礼
が
で
き
る
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、山
門
の
彫
刻
は
見
事

で
、破
風
に
も
趣
が
あ
り
ま
す
。瓦
の
葺
き

方
に
は「
輪
違
い
」と
い
う
幾
何
学
文
様
を

呈
し
た
伝
統
工
法
の
本
葺
き
で
成
さ
れ
て
あ

り
、聞
法
の
道
場
に
人
々
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
荘
厳
な
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
宗
廓
の
時
に
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。１
８
５
４（
嘉
永
七
）年
10

月
18
日
、宗
廓
は
京
都
へ
御
本
山
参
拝
の
為

に
鶴
崎
を
出
航
し
ま
し
た
が
、19
日
の
夜
、現

在
の
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
八
島
の
沖
合
に

て
突
風
に
遭
い
、船
が
破
損
。宗
廓
は
助
か
り

ま
し
た
が
、付
き
添
い
の
僧
、遠
慶
が
往
生
し

ま
し
た
。ご
門
徒
も
同
船
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、多
く
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
葬
儀
を
12
月
３
日
、妙
蓮
寺
に

て
執
り
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■ 

十
八
代 

宗
靖

　

宗
廓
は
四
十
歳
で
往
生
し
、十
八
世
を
継

い
だ
の
が
、「
白
骨
道
人
」の
名
で
知
ら
れ
た

宗
靖
で
す
。妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
い
く
つ
か
の
お

家
に
は
、今
も
宗
靖（
雅
号
が
白
骨
）の
書
画

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
久
山
の
安
楽
寺
と
い
う
お
寺
に
お

説
教
で
招
か
れ
た
際
、偶
然
に
も
宗
靖
の
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
お
寺
の
床
の
間
に
は

「
大
心
海
」と
書
か
れ
た
書
が
今
も
大
切
に

掛
け
ら
れ
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。『
大
分
県
画
人
名
鑑
』に
は
宗
靖
の
書

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

宗
靖
は
、廣
瀬
淡
窓
や
帆
足
万
里
の
一
番

弟
子
で
あ
る
米
良
倉
次
郎
東
嬌
に
師
事
し
、

佐
賀
藩
の
大
隈
重
信
や
長
州
藩
の
大
村
益

次
郎
、長
三
州
、佐
伯
藩
の
秋
月
新
太
郎
と

も
親
交
が
深
く
あ
り
ま
し
た
。廃
藩
置
県

後
に
は
明
治
新
政
府
の
内
務
省
及
び
教
部

省
に
出
仕
し
、後
に
本
願
寺
の
官
僚
と
し
て

長
崎
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
視
察
な
ど
宗
務
に

邁
進
し
ま
す
が
、妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
や
母
親

の
体
調
な
ど
を
心
配
し
て
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

御
法
義
の
上
で
は
、博
多
万
行
寺
の
七
里
恒

順
和
上（
若
い
こ
ろ
中
津
に
あ
る
浄
光
寺
に

て
、浄
土
真
宗
の
教
学
を
福
沢
諭
吉
と
共
に

学
ん
で
い
ま
す
）に
師
事
。〝
蓮
谷
和
上
〞と

称
さ
れ
、今
で
も
様
々
な
文
献
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
宗
靖
は
、戸
次
に
あ
る
妙
正
寺
の

真
宗
大
谷
派
の
講
師（
本
願
寺
派
で
は
和
上
）

で
、中
国
布
教
の
先
駆
者
あ
っ
た
小
栗
栖
香

頂
師
と
宗
派
を
超
え
た
刎
頸
の
仲
で
し
た
。

数
年
前
、あ
る
古
書
店
で
、大
正
９
年
に
出

版
さ
れ
た『
宗
意
安
心
問
題
講
述
』（
本
願

寺
派
勧
学
・
雲
山
龍
珠
和
上
著
）と
出
会
い
、

そ
こ
に
は『
病
床
閑
話
』と
い
う
題
で
二
人
の

浄
土
真
宗
の
教
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
掲
載

さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
献
に
よ
る
と
、宗
靖
は
病
床
の
香

頂
師
を
見
舞
い
に
、妙
正
寺
ま
で
馬
で
訪
ね

て
い
ま
す
。こ
れ
は
明
治
５
年
に
長
崎
で
別

れ
て
以
来
の
再
会
で
、お
互
い
の
身
の
心
配
よ

り
始
ま
り
、や
が
て
会
話
は
教
学
上
の
問
答

へ
と
展
開
し
ま
す
。非
常
に
強
く
、時
に
激
し

く
問
答
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、必
ず
そ
の
出

拠
、出
典
を
明
示
し
た
上
で
の
問
答
と
な
っ

て
お
り
、宗
靖
の
教
学
研
鑽
の
深
さ
が
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。最
後
は
笑
い
あ
っ
て
、「
お

互
い
の〝
安
心
〞（
浄
土
真
宗
の
信
心
の
こ
と

で
、あ
ん
じ
ん
と
読
み
ま
す
）は
異
な
ら
ず
、

往
生
の
暁
に
は
、共
に
同
じ
阿
弥
陀
様
の
お

浄
土
で
親
鸞
聖
人
に
謁
し
よ
う
」と
誓
っ
て
、

問
答
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
酒
を
酌

ん
で
念
仏
す
、返
景
の
沈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
」と
記
さ
れ
て
あ
り
、時
代
の
変
革
期
に

奔
走
し
た
僧
侶
の
中
に
は
、深
い
教
学
研
鑽

と
仏
祖
讃
仰
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。雲
山
和
上
は
こ
れ
を
教
学
上
の「

好
資
料
」と
、高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

宗
靖
は
五
十
歳
で
往
生
し
、後
に
秋
月
新

太
郎
が
親
交
を
偲
ん
で
碑
文
を
顕
し
ま
す

が
、そ
の
碑
文
が
現
在
、妙
蓮
寺
境
内
に
建
っ

て
い
る
石
碑
で
す
。

■ 

浄
土
真
宗
に
帰
依

　

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
と
、戦
前
戦
後

を
ご
門
徒
と
共
に
乗
り
越
え
、妙
蓮
寺
は
こ

の
度
、二
十
四
世
を
数
え
ま
す
。で
は
、な
ぜ

妙
蓮
寺
の
開
基
で
あ
る
木
下
小
次
郎（
後
の

宗
温
）が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
の
か
を
、こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蓮
如
上
人
に
帰
依
す
る
ま
で
の
妙
蓮
寺

は
、天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
天
台
寺
院
は
豊
後
に
広
く
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
、そ
の
多
く
は
国
東
半
島
に

見
ら
れ
る
天
台
寺
院
の
よ
う
に
山
中
奥
深
く

に
存
在
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
世
間
か
ら

離
れ
、家（
家
族
）を
捨
て
、欲
を
棄
て
て
修

行
に
打
ち
込
む
為
で
し
た
。

　

こ
れ
を「
出
家
仏
教
」と
い
い
ま
す
。現
在

で
も
教
義
的
に
家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、す
な

わ
ち「
在
家
仏
教
」が
み
教
え
よ
り
認
め
ら
れ

る
の
は
、浄
土
真
宗
の
み
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
天
台
宗
は
、本
山
で
あ
る
比
叡
山

延
暦
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、女
人
禁

制
で
し
た
。お
寺
は
も
ち
ろ
ん
、女
性
は
山
に

立
ち
入
る
こ
と
さ
え
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
明
治
５
年
ま
で
続
き
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、男
性
修
行
者
が
家
族
を
捨
て
、

欲
を
棄
て
る
為
に
女
性
は
邪
魔
に
な
る
と
い

っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、当
時
根
強
く
あ

っ
た「
女
性
蔑
視
」の
価
値
観
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
し
た
。男
性
出
家
者
の
修
行
の

為
の
女
人
禁
制
と
い
う
理
由
が
薄
弱
な
の
は
、

親
鸞
聖
人
が
お
ら
れ
た
頃
の
比
叡
山
の
天
台

僧
の
多
く
が
、（
現
在
は
滋
賀
県
の
坂
本
と
い

う
地
域
に
あ
た
る
）比
叡
山
の
麓
の
村
に
家

を
持
ち
、妻
や
子
ど
も
を
住
ま
わ
せ
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代

に
著
さ
れ
た『
沙
石
集
』に
は
、後
白
河
法
皇

の
言
葉
と
し
て
、本
来
家
族
を
持
た
な
い
は

ず
の
出
家
仏
教
者
が
結
婚
を
隠
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、「
隠
す
は
上
人　

せ
ぬ
は
仏
」と
い
う
文
も
あ
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、天
台
宗
に
は
珍
し
く
山
中
に

建
て
ら
れ
た
お
寺
で
は
な
く
、里
村
と
い
う

平
地
に
あ
り
ま
し
た
。周
囲
に
は
家
族
の
営

み
が
点
在
し
、多
く
の
老
若
男
女
が
家
業
と

し
て
田
畑
を
耕
し
、漁
を
し
、商
い
を
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、家
族
同

士
の
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、出
会
い
の
数
だ
け
死
別
の
悲
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。出
会
い
の
喜
び
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、死
別
の
苦
し
み
、悲
し

み
は
深
さ
を
増
す
と
い
っ
た
逃
れ
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
助
け
合
い
、支

え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
家
族
、老
若
男
女
、子

や
孫
た
ち
の
愁
嘆
の
声
が
、里
村
の
庵
寺
ま

で
届
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
、出
家
在
家
の
違
い
や
、男
女
の
違

い
等
に
よ
っ
て
救
い
に
区
別
、差
別
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
浄
土
真
宗
、阿
弥
陀
様
の
御
法

義
が
、聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

■ 

愛
別
離
苦

　

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、在

家
者（
家
族
や
職
業
を
持
っ
て
暮
ら
す
者
）、

そ
し
て
女
性
に
は
冷
た
い
当
時
の
仏
教
に
対

し
、「
本
来
の
姿
と
は
何
か?

」と
、疑
問
を
持

ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

幼
少
に
母
と
死
別
し
、わ
ず
か
九
歳
の
時

に
父
や
兄
弟
と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、独
り
天

台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
も
の
間
、命
が
け
の
ご
修
行

を
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
で
し
た
が
、「
此
処
に

は
自
身
や
全
て
の
命
が
必
ず
救
わ
れ
て
ゆ
く

仏
道
は
な
い
」と
、山
を
下
り
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
法
然
聖
人
の
お
導
き
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
様
の
お
救
い
に
出
遇
わ
れ
、お
念
仏
申
し
、

仏
様
と
し
て
お
浄
土
に
生
ま
れ
て
往
く
と
い

う
姿
を
地
域
社
会
、在
家
生
活
の
中
に
体
現

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

出
家
で
な
く
、山
中
で
な
く
、地
域
社
会

で
生
き
、家
族
を
持
っ
て
生
き
る
。こ
れ
は
、

出
会
い
と
別
れ
を
必
ず
繰
り
返
す
場
所
に

身
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た「
愛
別
離
苦
」と

い
う
人
間
の
根
本
苦
悩
は
、ま
ず
初
め
に
出

会
い
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た
苦
悩
で

し
た
。親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
を「
報
恩
講
」と

名
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

は
、「
人
間
の
苦
悩
の
中
で
愛
別
離
苦
、こ
れ

も
っ
と
も
切
な
り
」と
仰
い
ま
す
。

　

そ
の
変
え
よ
う
の
な
か
っ
た
苦
し
み
と
悲

し
み
を
初
め
か
ら
目
当
て
と
し
、活
き
場
と

し
、男
女
老
少
善
悪
の
人
を
選
ば
ず
、出
家

在
家
を
選
ば
ず…

。願
う
よ
り
も
先
に
自
ら

立
ち
上
が
り
、涙
な
が
ら
に「
ま
か
せ
よ
、必

ず
救
う
」と
、か
か
り
き
っ
て
下
さ
る
の
が
、

阿
弥
陀
様
で
す
。こ
の
こ
と
を
生
涯
か
け
て

教
え
て
下
さ
れ
た
方
こ
そ
が
、親
鸞
聖
人
だ

っ
た
の
で
す
。

　

今
、私
た
ち
は
、「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る

現
場
に
身
を
置
き
ま
す
。こ
の
地
域
社
会
で
、

こ
の
家
族
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
の
先
輩
方
は
そ
の
真
只
中
に
、聞

法
の
道
場
で
あ
る
お
寺
を
建
て
ら
れ
、家
の

中
心
に
は
阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇
ま
で
安
置
し
、

ど
ん
な
困
難
な
時
代
も
お
念
仏
に
支
え
ら
れ
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
て
私
た
ち
の
命
は
、今
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

■ 

蓮
如
上
人
と
国
東
の
里

　

さ
て
、多
く
の
家
族
が
暮
ら
す
里
村
の
庵

寺
を
護
っ
て
い
た
小
次
郎
の
耳
に
は
、浄
土
真

宗
の
ご
法
義
と
共
に
本
願
寺
第
八
代
蓮
如

上
人
の
お
噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、幼
い
頃
に
生
き
別

れ
た
蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
は
、豊
後
の
出

身
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
御
門

主
と
成
ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
、お
母
様
を
探

さ
せ
る
た
め
に
弟
子
で
あ
る
浄
念
を
豊
後
に

派
遣
し
た
の
で
す
。浄
念
は
国
東
半
島
の
臼

野
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り
、そ
こ
で
お
寺

を
建
て
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
光
徳
寺
と

い
う
お
寺
で
す
。

　

な
ぜ
臼
野
に
建
て
た
の
か
。実
は
、こ
の
地

こ
そ
が
生
き
別
れ
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
の
お

母
様
が
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
小
さ
な

墓
石
が
建
っ
て
お

り
、そ
の
お
墓
は

近
江
の
国（
滋
賀

県
）よ
り
や
っ
て

き
た
瀬
々
家（
元

は
膳
所
家
）が
代

々
護
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
瀬
々

家
の
お
仏
壇
に
は

、今
も
な
お
蓮
如

上
人
直
筆
の
六

字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す

。さ
ら
に
こ
の
地

域
は
、「
望
都
」と

言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
は〝
都

を
望
む
〞と
読
む

こ
と
が
で
き
、学

者
の
中
で
も
有
力

な
裏
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

蓮
如
上
人
の
御
尊
母
様
が
豊
後
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
、九
州
に
お
い
て
い
ち
早
く
浄
土
真

宗
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
り
、小
次
郎
が

浄
土
真
宗
と
い
う
御
法
義
に
出
遇
う
ご
縁
に

な
り
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、様
々
な
仏
教
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
を
持
っ
て
、京
に
上
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
蓮
如
上
人
に
会
い
、ご
教
化
を
頂

い
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、蓮
如
上
人
よ
り

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
六
字
本
尊
を
数
代
頂

戴
し
た
の
で
す
。現
在
は
、大
小
三
幅
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
白
骨
章
」と
家
族
の
営
み

　

蓮
如
上
人
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、

御
門
主
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、親
鸞
聖
人
に

な
ら
っ
て
家
族
を
持
っ
て
お
念
仏
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。家
族
を
持
っ
て
生
き

る
以
上
、「
愛
別
離
苦
」の
悲
し
み
、苦
し
み

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。蓮
如
上

人
は
奥
様
に
先
立
た
れ
、お
子
さ
ま
も
次
々

と
先
立
た
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。ご
自
身
が

生
き
て
い
る
間
に
、男
女
合
わ
せ
て
七
人
の
お

子
さ
ま
に
先
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
科
と
い
う
京
の
街
中
に
本
山
を
建
て
ら

れ
て
い
た
蓮
如
上
人
の
も
と
に
は
、同
じ
よ

う
に
家
族
を
持
っ
て
生
き
る
ご
門
徒
の
悲
報

が
常
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
良

く
知
る『
御
文
章
』の「
白
骨
章
」は
、蓮
如

上
人
が
七
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
御
手
紙

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
謂
れ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
話
が
あ

り
ま
す
。

　

山
科
本
願
寺
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
、

青
木
民
部
と
い
う
ご
門
徒
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
青
木
家
の一
人
娘
、清
が
十
七
歳
の
時
に

祝
言
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の

当
日
、清
が
急
死
し
た
の
で
す
。原
因
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。突
然
の
こ
と
に
驚
き
、嘆

き
苦
し
ん
だ
ご
両
親
は
、初
七
日
を
待
た
ず

し
て
二
人
と
も
命
を
終
え
て
い
か
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
蓮
如
上

人
は
、涙
な
が
ら
に
筆
を
と
り「
白
骨
章
」を

書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。蓮

如
上
人
は
、こ
の
時
す
で
に
ご
自
身
の
お
子

さ
ま
５
人
を
見
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
は
、こ
の
話
を
蓮
如
上
人
か
ら
直

接
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。蓮
如
上
人
や
ご
門

徒
の
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
、躍
動
す
る
阿

弥
陀
様
の
お
慈
悲
の
あ
り
だ
け
を
感
じ
取
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
弥
陀
様
の
救
い
の
願
い
と
、は
た
ら
き
の

前
に
は
、老
若
男
女
、出
家
在
家
、仕
事
な
ど

の
区
別
・
差
別
は
な
い
と
い
う
、親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
聞
き
、い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
命

尽
き
よ
う
と
も
、平
生
よ
り
ご一
緒
く
だ
さ
る

阿
弥
陀
様
に
い
だ
か
れ
て
、お
浄
土
に
仏
様

と
し
て
生
ま
れ
往
く
と
い
う
浄
土
真
宗
の
お

法
に
、き
っ
と
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、豊
後
に
帰
っ
て
き

た
小
次
郎
は
、出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
が
初
め
か
ら
決
定
し
て
い
る
現
場
、即

ち「
愛
別
離
苦
」の
最
た
る
現
場
で
あ
る
家

族
の
営
み
の
中
に
、阿
弥
陀
様
の
お
法
を
聞

く
道
場
と
し
て
お
寺
を
再
出
発
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
が
浄
土
真
宗
と
し
て
の
妙
蓮
寺
の
始

ま
り
で
す
。

■ 

ご
門
徒
に
伝
わ
る『
御
文
章
』

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、妙
蓮
寺
の
ご
門

徒
は
蓮
如
上
人
の
お
手
紙
を
集
め
て
編
集

さ
れ
た『
御
文
章
』を
代
々
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。本
願
寺
は
御
門
主
が
代
わ
る
際
に
、

そ
の
名
を
記
し
た
御
文
章
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、特
に
印
刷
技
術
が
発
達
し
た
第
十
四

代
寂
如
上
人（
１
６
５
１
〜
１
７
２
５
）の
頃

に
は
、全
国
の
ご
門
徒
に『
御
文
章
』が
広
ま

り
ま
し
た
。

　

妙
蓮
寺
の
ご
門
徒
の
中
に
は
、こ
の
寂
如

上
人
の
名
が
記
さ
れ
た
御
文
章
が
、今
で
も

比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、一
代
前

の
第
十
三
代
良
如
上
人（
１
６
１
３
〜
１
６

６
２
）や
二
代
前
の
第
十
二
代
准
如
上
人
の

御
文
章
も
、僅
か
で
す
が
妙
蓮
寺
ご
門
徒
宅

に
存
在
し
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、大
変
貴
重
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、妙
蓮
寺
ご
門
徒
の
ご

先
祖
方
は
室
町
時
代
よ
り
始
ま
り
、江
戸
時

代
の
初
期
に
は
す
で
に
御
文
章
を
京
都
の
御

本
山
よ
り
拝
受
さ
れ
、お
念
仏
に
生
き
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。御
文

章
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、当
時
す
で

に
家
族
の
中
心
に
は
、阿
弥
陀
様
の
お
仏
壇

が
安
置
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

室
町
時
代
よ
り
約
５
５
０
年
、い
っ
た
い
何

人
も
の
方
々
が
お
仏
壇
の
前
で
結
婚
式
を
あ

げ
、子
や
孫
の
誕
生
を
慶
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、ど
れ
ほ
ど
の
方
々
が
お
仏
壇
の
あ

る
家
で
歳
を
重
ね
、阿
弥
陀
様
の
前
で
看
取

り
が
行
わ
れ
、涙
な
が
ら
に
も
両
手
を
合
わ

せ
、葬
儀
や
法
事
を
営
ま
れ
て
来
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
出
会
い
か
ら
、命
尽
き
る
最
後
の

最
後
ま
で
、一
貫
し
て
阿
弥
陀
様
の
前
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、ご
先
祖
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

■ 

「
誓
願
一
仏
乗
」

　

こ
こ
で
、一
乗
山
妙
蓮
寺
と
い
う
名
前
の
い

わ
れ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
山
号「
一
乗
山
」の「
一
乗
」は
、仏

教
全
般
に
お
い
て
最
も
重
要
な
言
葉
の
ひ
と

つ
で
す
。「
一
」は
唯
一
無
二
、「
乗
」は
乗
物
の

意
で
、全
て
の
者
が
迷
い
の
六
道
を
離
れ
、仏

様
と
成
ら
せ
て
頂
く
、た
っ
た
ひ
と
つ
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の「
あ
な
た
を
仏
様
と

し
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
、我
も
決
し
て
仏
と
は
な
ら
な
い
」と

誓
わ
れ
た
、ご
本
願
が
成
就
し
た
証
拠「
南

無
阿
弥
陀
仏
」で
す
。そ
れ
は「
我
に
ま
か
せ

よ
、必
ず
救
う
」と
い
う
阿
弥
陀
様
の
お
喚
び

声
と
な
っ
て
今
こ
こ
に
届
い
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
親
鸞
聖
人
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
阿
弥
陀
様
の
大
き
な
船
に
譬
え
ら
れ
て
い

ま
す
。晩
年
の
ご
和
讃
に
は
、

「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

大
願
の
ふ
ね
に
乗
じ

て
ぞ　

生
死
の
う
み
に
う
か
み
つ
つ　

有
情

を
よ
ば
う
て
の
せ
た
ま
ふ
」

　

と
、お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。つ
ま
り「
南

無
阿
弥
陀
仏
」が
私
た
ち
が
必
ず
仏
様
と
し

て
生
ま
れ
往
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
乗
り

物
、「
一
乗
」な
の
で
す
。

　

天
台
宗
の
根
本
理
念
も「
一
乗
思
想
」で
す

が
、当
時
の
天
台
宗
は
貴
族
や
位
の
高
い
武

士
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、在
家
や
女
性
に
は

冷
た
い
も
の
で
し
た
。そ
の
こ
と
に
深
い
悩
み

と
矛
盾
を
抱
か
れ
て
い
た
親
鸞
聖
人
は
、20

年
に
わ
た
っ
て
命
が
け
の
修
行
に
打
ち
込
ん

で
き
た
天
台
宗
比
叡
山
を
下
り
、阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
に
生
き
、家
族
を
持
っ
て
の
仏
道
、

浄
土
真
宗
を
歩
ま
れ
た
の
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
、お
念
仏
の
お
救
い
を「
誓

願
一
仏
乗
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。仏
様
の
救

い
を
顕
す「
一
乗
」と
は
、阿
弥
陀
様
の
ご
本

願
が
成
就
し
た
姿
で
あ
る
名
号「
南
無
阿
弥

陀
仏
」に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と…

。

■ 

白
蓮
華
の
如
く

　

親
鸞
聖
人
の
歩
み
は
、天
台
宗
か
ら
浄
土

真
宗
に
帰
し
た
妙
蓮
寺
の
歴
史
と
重
な
り

ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の「
妙
」と
は
経
典
の
言
葉
で
、

「
こ
の
上
な
い
最
高
の
」「
不
可
思
議
な
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、他
に
比
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
と
し
て
仏
教
で
は
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
蓮
」は
阿
弥
陀
様
の
願
い
と
、は

た
ら
き
を
顕
し
て
い
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

『
維
摩
経
』を
引
用
さ
れ
、「
蓮
」の
お
い
わ
れ

を
、次
の
よ
う
に
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
原
の
陸
地
に
は
蓮
を
生
ぜ
ず
。卑
湿
の

淤
泥
に
蓮
華
を
生
ず
と
。こ
れ
は
凡
夫
、煩

悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、仏
の
正
覚
の
華

を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
」

　

蓮
は
泥
に
は
染
ま
ら
ず
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
根
っ
こ
は
ど
こ
に

宿
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、必
ず
泥
の
中
に

命
の
根
を
張
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
の
場
所

と
は
、清
く
正
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
に
用
事

が
あ
る
の
で
は
な
く
、煩
悩
と
い
う
自
己
中

心
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、地
域
社

会
、家
族
の
中
に
生
き
、仕
事
を
し
、出
会
い

と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
は
慟
哭
す
る
、私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
、ど
ろ
ど
ろ
と
し
た

真
っ
暗
な
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
示
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

即
ち
、今
私
達
が
称
え
る
お
念
仏
の一
声
一

声
と
は
、阿
弥
陀
様
そ
の
も
の
な
の
で
す
。こ

の
真
っ
暗
な
心
中
深
く
に
宿
っ
て
、一
声
一
声

「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
と
な
っ
て
顕
れ

出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
の一つ『
観
無
量
寿

経
』に
は
、お
釈
迦
様（
親
鸞
聖
人
は
無
量
の

仏
様
方
も
含
ま
れ
る
）の
言
葉
と
し
て
、

「
も
し
念
仏
せ
ん
者
、ま
さ
に
知
る
べ
し
、こ
の

人
は
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
分
陀
利
華
」と
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で

あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」

の
音
写
語
で
あ
り
、白
蓮
華
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
が
親
し
い『
正
信
偈
』に
、親
鸞
聖
人

は
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、如
来
の
弘
誓
願
を
聞

信
す
れ
ば
、仏（
お
釈
迦
様
と
無
量
の
仏
様

方
）、広
大
勝
解
の
も
の
と
の
た
ま
へ
り
。こ
の

人
を
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
の
中
で
、悲
し

み
や
苦
し
み
は
変
わ
ら
ね
ど
も
、そ
の
中
に
こ

そ
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
き
、お
念
仏
申

し
て
精
一
杯
に
生
き
る
私
た
ち
を
、お
釈
迦

様
を
は
じ
め
無
量
の
仏
様
方
は
、「
あ
な
た
は

白
く
て
美
し
い
白
蓮
華
の
よ
う
な
方
で
あ
り

ま
す
」と
お
誉
め
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

浄
土
真
宗
に
帰
し
て
５
５
０
年
、ち
ょ
う
ど

泥
中
に
咲
く
白
蓮
華
の
如
く
、私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、生
老
病
死
、愛
別
離
苦
と
いっ
た
苦
悩

の
現
場
の
真
只
中
に
お
寺
を
建
て
、家
族
の
中

心
に
お
仏
壇
を
安
置
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
へ
帰
依
し
、江
戸
時

代
の
初
め
に
は
そ
の
お
寺
を「
一乗
山 

妙
蓮
寺
」

と
名
告
り
、ご
門
徒
と
僧
侶
が
一
体
と
な
っ
て
、

阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
の
お
い
わ
れ
、お
念
仏
の

お
い
わ
れ
を
聞
く「
聞
法
の
道
場
」と
し
て
、今

日
ま
で
お
寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
お
、妙
蓮
寺
は
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、お
寺
か
ら
離
れ
た
臼
杵（
松
ケ
岳
・ 

佐
志
生
）、家
島
と
い
っ
た
地
域
に
ご
門
徒
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

臼
杵
に
あ
る
佐
志
生
の
ご
門
徒
は
、暮
ら

し
の
中
心
に
、も
っ
と
身
近
に
阿
弥
陀
様
の
お

話
が
聞
き
た
い
と
願
わ
れ
、妙
蓮
寺
の
支
坊

と
し
て
説
教
所
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
初

は
佐
志
生
の
藤
田
地
区
に
あ
っ
た
説
教
所
は
、

明
治
31
年
３
月
、篤
信
の
ご
門
徒
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
目
明
地
区
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
毎
月
10
日
に
は
法
座
が
開
か
れ
、お
彼

岸
、報
恩
講
の
御
法
座
に
、佐
志
生
の
ご
門
徒

方
の
お
参
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■ 

法
灯
を
護
る

　

お
寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
、と
て
も
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
の
御
法
座
の
数
も
、参
拝
者
も
、

残
念
な
が
ら
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。ご
門

徒
も
、お
子
さ
ま
や
お
孫
さ
ま
が
都
会
な
ど

で
遠
く
離
れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、独
り
暮
ら
し

の
ご
門
徒
宅
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
毎
月
毎
月
、暑
い
日
も
寒
い
日
も

お
仏
壇
を
丁
寧
に
お
荘
厳
し
、一
緒
に
お
勤
め

を
さ
れ
る
ご
門
徒
の
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

法
座
ご
と
に
お
寺
に
足
を
運
び
、熱
心
に
阿
弥

陀
様
の
御
法
り
を
お
聴
聞
く
だ
さ
り
、嬉
し

い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
、な
ん

ま
ん
だ
ぶ
」と
お
念
仏
を
申
さ
れ
て
い
る
ご
門

徒
も
、沢
山
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
に
行
っ
て
い
る
一
泊
の
子
ど
も
会

（
夏
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）で
は
、妙
蓮
寺
の
仏
教

婦
人
会
や
仏
教
壮
年
会
の
ご
門
徒
が
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、毎
年
30
〜

50
人
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
本
堂
に
集
ま
り
ま

す
。子
ど
も
達
は
手
を
合
わ
せ
て
お
経
や
お

念
仏
を
称
え
、阿
弥
陀
様
の
お
話
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
堂
で
寝
泊
ま
り

を
し
て
、食
前
食
後
の
言
葉
を
唱
和
し
て
食

事
を
い
た
だ
き
、お
風
呂
や
人
形
劇
、流
し
そ

う
め
ん
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し

て
、学
校
を
超
え
た
友
達
の
輪
が
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
若
い
方
も
、お
子
さ
ま
と
の
死
別

や
様
々
に
起
こ
り
得
る
人
生
の
悲
し
み
、苦

し
み
、悔
し
さ
を
通
し
て
お
念
仏
申
し
、阿

弥
陀
様
の
お
話
を
聞
い
て
涙
し
て
く
だ
さ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。死
別
の
悲

し
み
だ
け
で
な
く
、子
や
孫
が
誕
生
し
た
、入

学
や
卒
業
を
し
た
、成
人
し
た
、結
婚
し
た

と
言
っ
て
は
、お
仏
壇
の
お
花
を
入
れ
替
え
、

お
灯
り
と
お
香
、そ
し
て
お
仏
飯
を
お
供
え

し
て
合
掌
し
、お
念
仏
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る

ご
門
徒
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
合
わ
さ
れ
た
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
両
手
に
は
、そ
し
て
お
念
仏
の一
声
一
声
に

は
、阿
弥
陀
様
、お
釈
迦
様
や
無
量
の
仏
様
方
、

親
鸞
聖
人
、蓮
如
上
人
、さ
ら
に
は
代
々
の
住

職
や
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
願
い
の
全
て
が
集
約

さ
れ
、顕
れ
出
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
、お
念
仏

申
し
、法
灯
を
護
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、も
っ
と
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
は
こ
れ
ほ
ど
に
致

し
ま
す
。平

成
二
十
九
年
一
月
十
六
日　
　
　

  

（
親
鸞
聖
人
御
命
日
）

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
加
筆
修
正
）

文
責 

妙
蓮
寺
住
職　

蓮
谷 

啓
介（
釋 

啓
生
）
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